
古
代
日
本
の
紡
織
体
制

樟
・
紹
か
け
・
糸
枠
の
分
析
か
ら

東

寸ホ

屯糸

子

【
要
約
】
律
令
制
成
立
期
の
紡
織
体
制
に
つ
い
て
、
特
に
平
織
の
布
や
絹
の
生
産
の
仕
組
み
は
史
料
の
制
約
か
ら
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。
本
稿
で
は
、

七
世
紀
後
葉
以
降
に
宮
都
や
地
方
の
官
衙
遺
跡
か
ら
多
く
出
土
す
る
紹
か
け
・
糸
枠
に
つ
い
て
、
機
能
上
必
要
な
加
工
と
装
飾
を
目
的
と
し
た
加
工
を
識

別
し
、
形
態
上
の
特
徴
を
整
理
し
た
。
さ
ら
に
、
製
糸
具
の
榛
、
製
織
具
の
紹
か
け
・
糸
枠
の
組
成
を
検
討
し
た
結
果
、
紡
織
工
程
が
製
糸
と
製
織
と
に

分
か
れ
、
糸
が
紹
の
形
で
流
通
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
平
城
宮
・
京
で
は
、
製
糸
は
行
わ
ず
、
高
級
絹
織
物
を
含
む
絹
の
製
織
を
行
っ
た
。
地
方

で
は
、
七
世
紀
後
葉
に
郡
衙
工
房
で
布
や
絹
の
製
織
、
周
辺
の
集
落
で
麻
の
製
糸
を
分
担
す
る
伊
場
遺
跡
型
が
成
立
す
る
。
そ
の
一
方
、
七
世
紀
申
葉
か

ら
有
力
豪
族
の
本
拠
地
で
製
糸
か
ら
製
織
ま
で
を
　
連
に
行
う
屋
代
遺
跡
型
が
認
め
ら
れ
る
。
前
者
は
生
産
の
効
率
化
を
図
っ
た
も
の
で
、
後
者
は
、
調

庸
制
成
立
の
素
地
と
も
な
っ
た
と
評
価
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
七
巻
五
号
　
二
〇
〇
四
年
九
月

古代日本の紡織体制（東村）

古
代
日
本
で
は
、

は
　
じ
　
め
　
に

　
①
織
物
は
種
類
に
よ
り
身
分
を
表
示
す
る
役
割
や
、

交
換
財
と
し
て
の
価
値
を
も
っ
た
。
正
倉
院
に
は
、
平
織
の
麻
に
よ
る

布
や
蚕
糸
に
よ
る
絹
、
高
度
な
織
技
で
文
様
を
表
す
綾
・
錦
・
羅
な
ど
が
伝
わ
り
、
各
地
で
生
産
し
た
こ
れ
ら
の
織
物
を
中
央
に
運
び
、
様
々

な
形
に
縫
製
し
て
使
用
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
綾
・
錦
・
羅
を
は
じ
め
と
す
る
高
級
絹
織
物
は
衣
料
と
し
て
王
権
内
部
で
消
費
し
た
の
に
対

し
て
、
平
織
の
布
や
絹
、
真
綿
は
、
衣
料
だ
け
で
な
く
交
換
財
と
し
て
も
役
割
を
担
い
、
在
地
社
会
に
お
い
て
も
広
汎
に
流
通
し
た
と
推
定
で
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図1　各部名称（左：紹かけ　右：糸枠）

は
じ
め
と
し
て
出
土
し
た
織
機
部
材
を
調
前
脚
に
対
応
し
た
大
型
織
機
と
認
定
し
た
。
山
中
敏
史
も
こ
れ
を
援
用
し
、
練
り
や
染
色
加
工
も
行

う
郡
衙
工
房
や
有
力
豪
族
の
私
有
す
る
工
房
が
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
近
年
で
は
、
鈴
木
敏
則
が
静
岡
県
内
出
土
の
弥
生
時
代
か
ら
古
代
ま
で

の
紡
織
具
を
集
成
し
、
律
令
期
で
は
国
府
や
郡
衙
に
関
連
す
る
遺
跡
で
製
織
旦
ハ
が
多
く
出
土
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

材
が
地
方
官
衙
な
ど
の
遺
跡
で
出
土
す
る
傾
向
か
ら
、
請
負
生
産
説
が
支
持
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
律
令
期
の
紡
織
体
制
の
特
質
を
明
ら

か
と
す
る
た
め
に
は
、
商
都
や
そ
の
他
の
地
方
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
紡
織
具
の
多
く
は
木
製
で
あ
り
、
十
分
な
出
土
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
形
態
的
特
徴
を
分
析
し
た
研
究
は
未
だ
進
ん
で
い
な
い
。

き
る
。
こ
う
し
た
織
物
の
多
様
な
流
通
、
消
費
は
、
ど
の
よ
う
な
生
産
の
仕
組
み
の
も
と
で

可
能
と
な
っ
た
の
か
。
本
稿
は
、
律
令
制
成
立
期
の
上
都
と
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
紡

織
体
制
の
特
質
を
、
前
代
と
の
比
較
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
律
令
期
の
紡
織
体
制
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
高
級
絹
織
物
を
主
と
し
た
文
献
史
学
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
②

研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
高
級
絹
織
物
の
生
産
は
中
央
で
は
大
蔵
省
が
管
轄
す
る
織
部
司
、
地

方
で
は
国
衙
工
房
に
お
い
て
律
令
国
家
が
主
導
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
平
織
の
布
や
絹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

生
産
は
、
郡
司
な
ど
在
地
の
有
力
豪
族
が
請
け
負
っ
て
い
た
と
す
る
説
が
大
多
数
を
占
め
る
。

特
に
、
現
物
貨
幣
と
し
て
価
値
表
示
の
基
礎
と
も
な
る
布
の
生
産
は
、
在
地
に
お
い
て
よ
り

基
幹
的
な
手
工
業
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
正
倉
院
に
伝
わ
る
布
や
絹
に
残
さ
れ
た
調
庸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

墨
書
銘
か
ら
、
収
取
す
る
段
階
で
郡
司
が
関
与
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
布
や

絹
の
生
産
の
仕
組
み
は
史
料
の
制
約
が
大
き
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。

　
そ
こ
で
具
体
的
な
紡
織
関
係
の
遺
物
に
基
づ
く
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。
考
古
学
で
は
、
現

状
と
し
て
紡
織
具
の
分
析
が
有
効
な
手
段
と
な
る
。
向
坂
鋼
二
は
、
静
岡
県
伊
場
遺
跡
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
織
機
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
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紡
織
工
程
は
、
動
植
物
の
繊
維
を
加
工
し
て
糸
を
紡
ぐ
こ
と
（
製
糸
）
と
織
物
を
織
る
こ
と
（
製
織
）
の
大
き
く
二
段
階
で
構
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
せ

本
稿
で
は
、
糸
が
「
紹
」
の
形
で
流
通
す
る
事
実
に
基
づ
き
、
製
糸
と
製
織
の
分
業
と
い
う
視
点
か
ら
生
産
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
分
析
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
い
と
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

対
象
と
し
て
、
出
土
し
た
木
製
品
か
ら
判
別
が
可
能
な
柞
・
紹
か
け
・
糸
枠
（
図
－
）
を
挙
げ
、
後
の
二
者
に
つ
い
て
は
形
態
上
の
特
徴
に
基

づ
い
た
基
礎
的
な
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
、
製
糸
具
の
樟
と
製
織
具
の
紹
か
け
・
糸
枠
の
組
成
を
検
討
し
、
律
令
制
成
立
期
の
宮
都
と
地
方
に

お
け
る
紡
織
の
分
業
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

古代日本の紡織体制（東村畠）

①
織
物
と
は
、
綜
続
を
備
え
た
織
機
で
織
っ
た
も
の
の
こ
と
を
指
す
。
綜
続
に
よ

　
り
経
糸
を
　
度
に
開
口
し
、
そ
こ
へ
緯
糸
を
通
す
点
で
、
編
布
な
ど
の
編
物
と
区

　
別
す
る
。

②
石
母
田
正
「
古
代
・
申
世
社
会
と
物
質
文
化
－
織
物
の
生
産
を
中
心
と
し
て

　
一
」
嚇
石
母
田
正
著
作
集
無
第
二
巻
、
古
代
社
会
論
H
、
岩
波
書
店
、
一
九
八

　
八
年
（
初
出
は
」
九
五
六
年
）
。
角
山
幸
洋
糊
日
本
染
織
発
達
史
』
第
二
章
三
、

　
田
畑
書
店
、
一
九
六
五
年
。
浅
香
年
木
『
日
本
古
代
手
工
業
史
の
研
究
』
法
政
大

　
学
出
版
、
一
九
七
一
年
。
栄
原
永
遠
男
明
奈
良
時
代
流
通
経
済
史
の
研
究
瞼
付
章

　
二
、
塙
書
…
房
、
一
九
九
二
年
。
櫛
聡
慧
周
「
都
市
手
工
業
者
形
成
論
ノ
ー
ト
！

　
高
級
織
物
の
需
要
と
生
産
を
中
心
に
一
」
『
日
本
社
会
の
史
的
構
造
　
古
代
・

　
中
世
』
大
山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
編
、
斜
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
な
ど
。

③
角
山
幸
洋
「
古
代
紡
織
具
と
調
庸
絶
布
団
魍
愛
吟
女
子
短
期
大
学
紀
要
楓
第
二

　
号
、
一
九
六
七
年
、
狩
野
久
「
律
令
制
収
奪
と
農
民
」
『
日
本
史
研
究
隔
第
六
七

　
号
、
一
九
六
八
年
、
前
掲
注
②
浅
香
年
木
文
献
な
ど
。
こ
れ
に
対
し
て
、
調
庸
の

　
布
は
一
般
農
民
で
も
織
成
で
き
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
森
明
彦
曲
調
庸
布
織
成

　
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
」
『
大
阪
経
大
論
集
幅
第
四
二
巻
第
六
弩
、
一
九
九
二

　
年
）
。

④
今
津
勝
紀
「
調
庸
墨
害
銘
と
荷
札
木
簡
」
州
日
本
史
研
究
睡
第
三
二
三
号
、
一

　
九
八
九
年
。

⑤
向
坂
鋼
二
「
古
代
に
お
け
る
貢
納
織
布
生
産
の
一
形
態
」
『
論
集
日
本
原
始
隔

　
吉
川
弘
文
館
、
～
九
八
三
年
。

⑥
山
中
敏
史
一
聯
代
地
方
官
衙
遺
跡
の
研
究
隔
第
一
章
第
五
節
、
塙
書
房
、
一
九

　
九
四
年
。

⑦
鈴
木
敏
則
「
遠
江
に
お
け
る
原
始
・
古
代
の
紡
織
具
」
『
浜
松
市
博
物
館
報
撫

　
第
一
二
号
、
一
九
九
九
年
。
本
稿
を
着
想
す
る
に
あ
た
り
、
大
き
な
示
唆
を
得
て

　
い
る
。

⑧
時
期
は
下
る
が
、
宇
野
隆
夫
は
収
取
の
対
象
と
も
な
る
織
物
の
生
産
が
荘
園
荘

　
家
な
ど
公
的
な
場
で
行
わ
れ
た
と
す
る
（
「
越
に
お
け
る
律
令
的
生
産
構
造
の
展

　
開
－
山
・
里
・
海
辺
の
営
み
と
古
代
国
家
1
」
隅
古
代
王
権
と
交
流
　
三

　
越
と
古
代
の
北
陸
㎏
小
林
昌
二
編
、
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）
。

⑨
考
古
資
料
と
民
具
資
料
と
の
比
較
を
試
み
た
角
山
幸
洋
の
研
究
が
あ
る
（
前
掲

　
注
②
角
山
幸
洋
文
献
、
角
山
幸
洋
門
出
土
桂
に
つ
い
て
」
門
青
陵
㎏
奈
良
県
立
網

　
原
考
古
学
研
究
所
彙
報
第
七
三
号
、
一
九
九
〇
年
、
角
山
幸
洋
「
出
土
「
舞
羽
」

　
に
つ
い
て
」
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
　
紀
要
蝕
二
五
、
　
一
九
九
二
年
な
ど
）
。

⑩
槻
木
器
集
成
図
録
近
畿
古
代
篇
隔
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
四

　
年
）
、
『
木
器
集
成
図
録
　
近
畿
原
始
篇
隔
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
～
九
九
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三
年
）
で
は
、
掩
・
総
か
け
・
糸
枠
に
つ
い
て
形
態
的
な
定
義
が
明
示
さ
れ
、
そ

の
後
に
出
土
し
た
資
料
の
認
定
を
容
易
に
し
た
。
本
稿
で
も
、
資
料
の
名
称
や
そ

の
各
部
名
称
は
こ
れ
に
従
う
。
ま
た
、

か
せ
か
け
は
紹
か
け
と
表
記
す
る
。

「
棟
」
と
「
紹
扁
の
混
同
を
さ
け
る
た
め
、

44　（606）

第
一
章
　
古
代
紡
織
研
究
の
視
点

一
　
紡
織
工
程
と
用
具
（
図
2
）

　
こ
れ
ま
で
、
柞
・
紹
か
け
・
糸
枠
は
考
古
学
で
は
大
き
く
糸
巻
き
と
し
て
括
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
本

項
で
は
、
紡
織
工
程
を
復
元
し
、
工
程
が
製
糸
と
製
織
の
二
段
階
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
柞
・
紹
か
け
・
糸
枠
を
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

工
程
で
使
用
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
復
元
は
江
戸
後
期
の
資
料
を
元
に
し
た
角
山
幸
洋
や
竹
内
晶
子
の
研
究
を
参
考
と
し
た
。
こ
の
復

元
案
が
ど
の
時
期
ま
で
遡
及
す
る
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
る
が
、
用
具
の
基
本
的
な
形
態
や
構
造
は
時
期
を
通
じ
て
大
き
く
変
化
し
な
い
た

②め
、
こ
こ
で
依
拠
す
る
復
元
案
を
大
き
く
逸
脱
し
な
い
と
考
え
る
。

　
織
物
の
素
材
は
多
種
あ
る
が
、
古
代
日
本
で
は
主
と
し
て
麻
と
蚕
糸
の
二
つ
が
あ
る
。
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
の
場
合
、
繊
維
を
長
く
つ
な

　
　
お
お
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
う

ぎ
、
苧
桶
に
貯
め
る
（
苧
績
み
）
。
こ
れ
に
湿
り
気
を
加
え
な
が
ら
紡
錘
車
で
撚
り
を
か
け
、
紡
軸
に
巻
き
取
る
（
図
2
1
①
撚
り
か
け
）
。
糸
が

一
杯
に
な
る
と
、
搾
に
巻
き
上
げ
る
。
柞
は
、
糸
を
乾
燥
さ
せ
て
撚
り
を
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、
糸
の
分
量
を
計
る
た
め
の
用
具
で
あ
る

（
図
2
⊥
②
育
上
げ
）
。
桂
か
ら
外
す
と
、
糸
が
幾
重
に
も
輪
状
に
束
ね
ら
れ
た
「
紹
」
が
で
き
て
い
る
。
紹
は
礼
義
の
分
量
を
示
す
単
位
に
も

な
る
。
ま
た
、
こ
の
状
態
で
漂
白
や
染
色
な
ど
の
加
工
を
行
う
。
動
物
性
繊
維
の
蚕
糸
で
は
、
熱
湯
に
浸
し
た
蚕
の
繭
か
ら
糸
を
引
き
、
糸
枠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
ど
に
繰
る
。
さ
ら
に
乾
燥
さ
せ
な
が
ら
大
き
な
枠
に
巻
き
返
し
て
、
紹
に
す
る
（
繰
糸
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
い
と
　
　
　
　
　
せ
い
け
い

　
以
上
が
製
糸
工
程
の
諸
段
階
で
あ
り
、
次
の
段
階
が
製
織
工
程
と
な
る
。
紹
と
な
っ
た
麻
糸
・
絹
糸
を
経
糸
と
し
て
整
経
し
、
織
機
に
か
け

る
。
ま
ず
、
紹
を
紹
か
け
に
か
け
て
保
持
し
、
回
転
さ
せ
て
引
き
出
し
た
糸
を
複
数
の
糸
枠
に
巻
き
直
し
て
小
分
け
す
る
（
図
2
i
③
巻
き
返
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し
）
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
糸
枠
を
並
べ
、
織
物
の
幅
と
長
さ
に

合
わ
せ
て
経
糸
の
本
数
と
長
さ
を
設
定
す
る
（
図
2
一
④
整
経

な
ど
）
。
紹
を
糸
枠
に
巻
き
直
す
の
は
、
整
経
時
に
糸
を
円
滑

に
引
き
出
す
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
小
分
け
す
る
の
は
、
そ
の

作
業
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
経
糸
の
配
色
を
決
め
る
た
め
で

あ
る
。
整
経
し
た
経
糸
を
織
機
に
か
け
、
織
り
は
じ
め
る
（
織
成
）
。

　
紡
織
の
工
程
は
大
き
く
製
糸
と
製
織
の
二
段
階
で
構
成
さ
れ

る
。
両
方
の
工
程
を
一
つ
の
場
所
で
一
連
に
行
う
場
合
、
糸
は

織
る
分
量
が
貯
ま
る
ま
で
紹
の
形
で
保
管
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

製
糸
と
製
織
を
一
連
に
行
う
必
要
は
な
い
。
紹
は
貢
納
や
交
易

な
ど
で
流
通
す
る
か
ら
で
あ
る
。

二

桂
・
紹
か
け
・
糸
枠
の
出
現
と

分
布
の
広
が
り
（
図
3
、
表
1
）

　
図
3
に
、
弥
生
時
代
か
ら
古
代
に
わ
た
り
製
糸
具
の
桿
、
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

織
具
の
紹
か
け
と
糸
枠
の
出
土
数
を
時
期
別
に
示
し
た
。
た
だ

し
、
柞
・
紹
か
け
・
糸
枠
が
出
現
す
る
時
期
は
一
様
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ま
た
、
九
州
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
資
料
が
確
認
で
き
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
域
も
時
期
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
以
下
、
そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染色など　　　　　　　　　　　　　　　　　　染色など

一＿，［＝＝藝＝＝＝コ．⊥、［＝＝＝璽＝亟＝＝＝コ1一．⊥．、

i素i［姻一①撚りかけ一［画｝紹i塵］一④盤など一［壷iコ職i
麻i材i輔など鞭雛車紡錘韓i稀i紹かけ・糸枠　糸枠　徽ii
　i　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i斗犬i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　i

　’”…’　　　　　　　　　　　　　　iのi　　　　　　　　　　　　　　i　i

蚕糸［＝＝需＝コi董i慕→寧→［混物i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il＝コ交易などにより流通する

二
一
’
　
ψ

、
融

一、

④整経など

　　　紹鵡

　

垢

糸枠

；
，

③巻き返し

，幽

幽桶

㌔

8吸
　②紹上げ

」
智

，

りかけ

〆
／
瞭

紡錘車

図2　紡織工程と生産用具
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図4　柞の出土例
　　　（青谷上寺地）

図3　糸枠・紹かけ・柞の時期別出土点数（下）と比率（上）

の
事
実
を
具
体
的
に
確
認
す
る
。

　
三
者
の
中
で
樟
の
出
現
が
最
も
早
く
、
前
一
世
紀
か
ら
後
一
世
紀
（
弥
生
中

期
中
葉
～
後
葉
）
の
出
土
例
が
確
実
で
あ
る
（
図
4
）
。
紹
か
け
は
、
一
部
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

料
が
弥
生
時
代
後
期
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
滋
賀
県
下
長
遺
跡
・
斗
西
遺

跡
、
長
野
県
石
川
条
里
遺
跡
例
な
ど
四
世
紀
（
古
墳
時
代
前
期
）
か
ら
出
土
例

が
増
え
る
。
五
・
六
世
紀
と
比
較
す
る
と
、
前
一
世
紀
か
ら
後
四
世
紀
で
は
、

柞
に
対
し
て
紹
か
け
の
出
土
数
は
少
な
い
（
図
3
）
。
紹
か
け
の
出
現
は
柞
に

や
や
遅
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
糸
枠
は
、
大
阪
府
上
津
島
遺
跡
例
が
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

古
く
、
共
伴
す
る
須
恵
器
が
陶
邑
T
K
二
〇
八
型
式
併
行
期
と
五
世
紀
中
葉
か

ら
後
葉
に
比
定
で
き
る
。

　
表
1
に
、
製
糸
具
の
柞
、
製
織
具
の
紹
か
け
・
糸
枠
の
う
ち
二
種
類
以
上
の

紡
織
具
を
出
土
し
た
遣
跡
を
挙
げ
た
。
石
川
県
太
田
ニ
シ
カ
ワ
ダ
遺
跡
で
は
四

世
紀
の
掘
立
柱
建
物
を
め
ぐ
る
周
溝
か
ら
、
棟
と
紹
か
け
が
出
土
し
た
。
ま
た
、

三
重
県
六
大
A
遺
跡
（
皿
層
）
で
も
時
期
幅
が
あ
る
も
の
の
、
柞
と
紹
か
け
が

出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
四
世
紀
に
は
同
じ
場
所
で
の
一
連
の
工
程
で
樟
と
紹
か

け
を
使
用
し
た
と
推
定
で
き
る
。
前
一
世
紀
か
ら
後
四
世
紀
に
お
い
て
、
柞
と

紹
か
け
の
出
土
例
は
中
国
・
近
畿
・
北
陸
・
東
海
・
中
部
地
方
に
あ
る
。
五
・

六
世
紀
に
な
る
と
、
群
馬
県
三
ツ
寺
－
遺
跡
や
山
形
県
西
沼
田
遺
跡
な
ど
関
東

や
東
北
地
方
で
も
出
土
例
が
確
認
で
き
、
分
布
域
を
広
げ
る
。
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表1　二種類以上の紡織具th　k遣跡一覧

製糸具 製織具

遺鋤こ［地区／層位］ 時期（批紀） 搾 紹かけ 糸枠

三重県 六大A鑓劇 2～4 ＼6＼：
1ド3ギ・、　　ir

長野県 石川条黒 4 r12㌧ご ：Il∫ボ：

矧縫県 太田ニシカワダ 4 ／・
’4∫1二餅’　韮

醐麗県 山ノ花 5 工㌧ 昏’ilAジ

群馬県 三ツ四王 5後半～6初頭 ；　L 1・il
@’　霧

奈良県 谷 5宋葉～6初頭 ・3、 7i＼

奈良県 名柄 5宋葉～6前葉 翠i’パ r
2

三重県六大A障禰］ 5～8 ／2“、
、・6、し痴Aプ　　r　　　　　　　　　　　　　　「

3

山形県　弱沼田 6 3▽ 島i，A・

千葉県 菅生 6 3r
β⊥A

静岡県 舞陽［画図 6中葉～7中島 ㌧、↓ ・12こジ

宮城県 山導E・市川橋 6後半～7中葉
：！＼ 3｛A　藍

滋賀県 穴太 7鋸葉～申葉 ！’
診レ裁　匪

王

徳島県 観農極細騨 7中葉 ‡∵ i

長野県 礎代 7中葉～8前葉 ’　！　’、 6i、パ・ コ

香種油 下川津 7（～8前半） 6　13　撃 5r

徳島県 観音寺随・IV層］ 7後葉一8前半 i 3

謬鋼県
伊場［V層］・梶子・梶子

｣・闘乱
7後半～8

　　1、
R財B・B～」9　　重ひ

奈良県 平城京二二二坊・三条二曲 8前葉～中葉 Ti　3． 28

奈良県 平城宮 8前葉一後葉 ユ｝B 9

静岡県 川合 8 ’1∴ 1 を

静岡県 御子ケ谷 8（～9）
1、、 … ∫3∫

兵庫県 山山［闇闇・凹凹寺地区3 9 ぼ… ・aill

兵庫県 鳥脇［内露・閣外地区1 9 11：B㌘・ 、β

京都府 古殿 12～13 ．！il葺ゲ ジ議

【凡例】総かけは左に点数、右に分類。B一は端部が欠損しており、　A’の可能性があ

　　　るもの。糸粋は中型のみの点数。
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糸
枠
は
、
出
現
当
初
で
は
近
畿
地
方
に
集
中
し
て
分
布
す
る
（
図
1
3
）
。
豪
族
居
館
と
考
え
ら
れ
る
奈
良
県
名
柄
遺
跡
で
は
、
濠
の
埋
土
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
ら
糸
枠
と
紹
か
け
が
T
K
二
三
か
ら
M
T
一
五
型
式
併
行
期
（
五
世
紀
末
葉
か
ら
六
世
紀
前
葉
）
の
須
恵
器
と
と
も
に
出
土
し
た
。
新
し
く
出

現
し
た
糸
枠
と
紹
か
け
を
～
緒
に
使
用
し
た
と
推
定
で
き
る
初
例
で
あ
る
。
糸
枠
は
七
世
紀
後
葉
に
な
る
と
、
中
部
・
東
海
・
四
国
地
方
へ
、

さ
ら
に
九
世
紀
ま
で
に
は
九
州
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
分
布
を
広
げ
る
（
図
1
3
）
。

　
六
世
紀
の
段
階
で
、
中
国
か
ら
東
北
地
方
に
お
い
て
柞
と
紹
か
け
を
同
じ
場
所
で
の
～
連
の
工
程
で
使
用
す
る
状
況
が
普
遍
化
す
る
。
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

へ
糸
枠
が
加
わ
れ
ば
、
先
述
の
生
産
工
程
が
適
用
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
柞
・
紹
か
け
・
糸
枠
の
出
現
す
る
時
期
は
段
階
的
で
、
且
つ
地
域

差
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
揃
う
時
点
で
～
緒
に
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

蕊
　
七
世
紀
後
葉
以
降
に
お
け
る
捺
の
滅
少
と
糸
枠
の
急
増

　
す
で
に
六
世
紀
に
は
中
国
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
、
製
糸
具
の
搾
と
製
織
具
の
紹
か
け
の
使
用
が
普
及
し
て
い
た
。
し
か
し
、
七
世
紀
に

入
る
と
、
～
湿
し
て
柞
が
減
少
し
、
糸
枠
が
急
増
す
る
と
い
う
大
き
な
変
化
が
現
れ
る
（
図
3
）
。
七
世
紀
に
属
す
樟
の
う
ち
、
時
期
が
細
分

で
き
な
い
埼
玉
県
北
島
遺
跡
例
を
除
く
と
、
前
葉
か
ら
中
葉
ま
で
に
収
ま
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
以
降
で
は

棉
は
僅
か
数
例
が
確
認
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。
一
方
、
糸
枠
は
急
激
に
増
加
す
る
。
特
に
、
八
世
紀
で
は
八
七
点
の
出
土
例
が
確
認
で
き
、
こ

の
う
ち
宮
都
の
出
土
例
が
約
六
二
％
を
占
め
る
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
糸
枠
は
七
世
紀
後
葉
以
降
、
地
方
へ
も
分
布
域
を
広
げ
る
。

　
柞
は
出
土
数
が
減
少
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
使
用
が
絶
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
延
喜
式
』
で
は
伊
勢
大
神
宮
の
「
神
宝
二
一
種
」
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
し
て
「
賀
世
比
」
が
み
え
る
。
三
重
県
神
島
八
代
神
社
に
は
、
金
銅
製
の
棉
の
雛
型
が
二
点
伝
世
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
末
期
の
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

料
に
は
、
農
民
の
家
財
と
し
て
「
こ
か
せ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鎌
倉
後
期
の
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
で
は
、
紡
錘
車
と
柞
を
共
に
使
用
す
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
2
1
②
）
。
柞
は
近
代
の
民
具
資
料
と
し
て
各
地
で
認
識
で
き
る
こ
と
か
ら
も
汎
時
代
的
に
使
用
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
出
土
遺
物
に
限
っ
て
言
え
ば
、
七
世
紀
後
葉
以
降
で
は
棉
が
減
少
し
、
製
織
具
の
紹
か
け
と
糸
枠
を
主
体
と
す
る
傾
向
が
明
ら
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か
で
あ
る
。
特
に
、
大
量
の
木
製
品
を
出
土
し
た
平
城
宮
・
京
や
静
岡
県
伊
場
遺
跡
群
に
お
い
て
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
律
令

期
以
前
と
以
後
で
は
木
製
品
の
組
成
が
変
化
す
る
が
、
そ
れ
は
木
製
品
の
出
土
が
古
墳
時
代
ま
で
は
集
落
跡
に
多
く
、
律
令
期
で
は
山
都
や
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

落
々
に
多
い
と
い
う
出
土
遺
跡
の
性
格
の
違
い
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
樟
の
減
少
に
つ
い
て
も
、
律
令
期
で
は
集
落
跡
か
ら
木
製
品
が
ほ
と
ん
ど

出
土
し
な
い
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
梓
は
宮
都
や
地
方
官
衙
で
は
な
く
、
む
し
ろ
集
落
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
紹
が
貢
納
や
交
易
な
ど
で
流
通
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
古
代
社
会
に
お
い
て
紡
織
体
制
を
議
論
す
る
と
き
、
宮
参
・
地

方
官
衙
・
集
落
に
お
け
る
製
糸
と
製
織
の
分
業
と
い
う
視
点
が
必
要
と
な
る
。
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①
　
は
じ
め
に
注
②
角
由
幸
洋
文
献
第
五
章
一
。
竹
内
晶
子
『
弥
生
の
布
を
織
る
』

　
東
京
大
学
出
版
会
、
　
九
八
九
年
。

②
古
代
末
期
か
ら
中
世
の
絵
巻
物
に
描
か
れ
た
紡
織
具
が
近
代
の
民
具
資
料
と
類

　
冠
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
（
渋
沢
敬
三
隅
絵
巻
物
に
み
る
日
本
常
民
生
活
絵

　
引
』
平
凡
社
、
～
九
八
四
年
）
。
さ
ら
に
、
古
墳
時
代
中
期
以
降
に
出
土
し
た
織

　
機
部
材
に
、
近
代
ま
で
使
用
し
た
地
機
の
構
造
に
特
有
で
あ
る
広
幅
の
両
耳
を
も

　
つ
経
巻
具
、
い
の
あ
し
状
の
布
巻
具
が
認
め
ら
れ
る
。

③
真
綿
か
ら
紬
糸
と
す
る
場
合
、
た
た
り
や
樟
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
（
成
田
重

　
兵
衛
桝
蚕
飼
絹
節
大
成
㎞
一
八
｝
三
年
）
。
し
か
し
、
古
代
で
は
正
愈
院
に
蔵
せ

　
ら
れ
た
薄
絹
緬
は
繰
糸
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
た
め
（
尾
形
充
彦
「
裂
地

　
と
し
て
み
た
正
倉
院
の
調
維
」
噸
正
倉
院
紀
要
隔
第
一
二
号
、
一
九
九
九
年
な
ど
）
、

　
本
稿
で
い
う
絹
と
は
、
紬
糸
で
は
な
く
繰
糸
を
前
提
と
す
る
。

④
以
下
、
～
部
の
部
材
の
み
が
出
土
し
た
場
合
、
復
元
さ
れ
た
状
態
を
想
定
し
て

　
　
個
体
と
数
え
、
部
材
が
組
み
合
っ
て
出
土
し
た
場
合
は
一
組
で
一
個
体
と
し
て

　
数
え
た
。
八
世
紀
に
糸
枠
の
数
が
突
出
し
て
多
い
の
は
、
一
組
あ
た
り
の
部
材
の

　
数
が
多
い
こ
と
、
遺
物
と
し
て
認
識
し
易
い
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
時
期

　
が
二
区
問
に
わ
た
る
資
料
は
○
・
五
で
分
配
し
、
そ
れ
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
資

　
料
は
省
い
た
。
時
期
区
分
と
そ
の
年
代
観
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
『
考
古
資
料
大

　
観
　
第
八
巻
　
弥
生
・
古
墳
時
代
　
木
・
繊
維
製
品
無
（
山
田
昌
久
編
、
小
学
館
、

　
二
〇
〇
三
年
）
に
準
じ
た
。

⑤
九
州
地
方
で
柞
・
紹
か
け
の
出
土
例
は
極
め
て
少
な
い
。
指
物
に
適
し
た
針
葉

　
柑
を
多
用
し
な
い
地
域
で
は
、
本
稿
で
扱
う
資
料
に
準
じ
な
い
紡
織
具
の
存
在
も

　
想
定
さ
れ
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
滋
賀
県
松
原
内
湖
遣
跡
、
三
重
県
六
大

　
A
遺
跡
（
置
届
）
例
が
あ
る
。

⑦
以
下
、
寄
辺
編
年
（
田
辺
昭
三
『
須
恵
器
大
成
』
、
角
川
轡
店
、
一
九
八
一

　
年
）
に
基
づ
く
。

⑧
こ
の
他
、
陶
芸
T
K
…
二
六
か
ら
二
〇
八
型
式
併
行
期
の
滋
賀
県
湖
西
線
遺
跡
、

　
陶
邑
T
K
四
七
か
ら
M
T
一
五
型
式
併
行
期
の
奈
良
県
西
隆
寺
遺
跡
（
下
層
）
、

　
上
限
が
T
K
七
三
形
式
以
前
、
下
限
が
八
世
紀
代
と
な
る
三
重
県
六
大
A
遺
跡

　
（
H
層
）
例
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
出
現
期
の
糸
枠
と
し
て
ま
と
め
て
お
く
。

⑨
総
か
け
・
糸
枠
が
出
現
す
る
以
前
は
、
紹
を
他
者
に
両
手
首
で
保
持
し
て
も
ら

　
い
、
糸
玉
に
し
て
小
分
げ
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
油

　
①
竹
内
晶
子
文
献
）
。

⑩
『
延
喜
半
睡
巻
四
神
跡
式
伊
勢
太
神
宮
「
金
銅
賀
世
比
二
枚
長
各
九
寸

　
六
分
　
手
長
五
寸
八
分
目
「
銀
鎖
賀
世
比
二
枚
　
長
各
九
寸
六
分
　
手
長
五
寸
八
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分
扁
（
隅
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
）

⑪
金
子
裕
之
「
律
令
期
祭
祀
遺
物
集
成
」

　
一
年
な
ど
。

⑫
「
巻
は
た
一
、
こ
か
せ
一
、
つ
み
二
偏

『
律
令
祭
祀
論
考
』
塙
書
房
、
一
九
九

咽一

謇
@
文
書
地
京
都
大
学
所
蔵
、
～

　
一
七
〇
（
嘉
応
二
）
年
十
一
月
二
八
日
、
興
福
寺
領
摂
津
国
河
南
昌
桜
住
人
等
注

　
進
状
。
つ
み
は
紡
錘
車
の
意
だ
ろ
う
。

⑬
は
じ
め
に
注
⑩
奈
文
研
一
九
八
四
年
文
献
。

Jro　（612）

第
二
章
紹
か
け
と
糸
枠

一
　
紹
　
か
　
け

　
本
章
で
は
、
七
世
紀
後
葉
以
降
に
主
と
し
て
出
土
す
る
紹
か
け
・
糸
枠
の
形
態
上
の
特
徴
に
基
づ
い
た
分
析
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
出
土
し
た

木
製
品
か
ら
律
令
期
の
紡
織
体
制
を
論
じ
る
際
、
織
機
部
材
を
検
討
の
対
象
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
現
段
階
に
お
い
て
緯
打
具
な
ど
特
徴
的

な
～
部
の
部
材
を
除
き
、
出
土
し
た
部
材
が
織
機
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
確
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
そ
こ
で
、
製
織
工
程

の
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
手
段
と
し
て
紹
か
け
・
糸
枠
の
分
析
が
有
効
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
紹
か
け
に
つ
い
て
は
、
民
具
資
料
と
の
比
較
を
試
み
た
角
山
幸
洋
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
『
木
器
集
成
』
原
始
篇
で
は
近
畿
圏
内
で
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
た
総
か
け
・
糸
枠
が
集
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
地
で
出
土
例
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
即
し
た
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
紹
か
け
・
糸
枠
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
形
態
上
の
特
徴
を
整
理
し
、
基
礎
的
な
分
類
を
行
う
。
ま
ず
、
法
量
の
違
い
に
着
目
し
、
紹
か
け

で
は
使
用
す
る
糸
の
素
材
と
の
対
応
関
係
、
糸
枠
で
は
用
途
と
の
関
係
を
推
定
す
る
。
ま
た
、
機
能
上
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
装
飾
を
目
的

と
し
た
加
工
に
着
目
し
、
律
令
期
以
上
、
及
び
律
令
期
の
宮
号
と
地
方
に
お
け
る
紹
か
け
・
糸
枠
の
加
工
の
特
徴
を
比
較
検
討
す
る
。

　
　
（
～
）
　
紹
か
け
の
認
定
基
準

　
紹
か
け
と
は
、
紹
を
保
持
し
、
圓
転
さ
せ
て
糸
を
引
き
出
し
易
く
す
る
道
旦
ハ
で
あ
る
。
細
長
く
し
た
二
本
の
支
え
木
を
十
字
に
組
み
、
回
転

軸
を
も
つ
台
に
乗
せ
る
。
支
え
木
の
両
側
、
四
隅
に
腕
木
を
差
し
込
み
、
こ
こ
に
紹
を
か
け
る
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
主
に
支
え
木
が
確
認
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で
き
る
。
支
え
木
の
中
心
部
は
通
常
相
欠
き
仕
口
と
し
、
圓
転
軸
を
通
す
軸
孔
が
あ
く
。
そ
の
端
部
に
は
腕
木
を
差
し
込
む
小
孔
が
上
方
を
外

側
に
向
け
て
斜
め
に
あ
く
。
斜
め
に
な
る
の
は
、
上
に
掛
け
た
紹
を
外
れ
に
く
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
多
く
は
、
軸
孔
や
小
器
部
分
で
折
損
し

た
状
態
で
出
土
す
る
。
腕
木
は
小
さ
な
棒
材
で
あ
れ
ば
足
り
る
た
め
、
単
独
の
出
土
で
は
認
定
が
難
し
い
が
、
支
え
木
の
小
孔
内
に
残
る
木
片

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
り

が
確
認
で
き
る
資
料
も
あ
る
（
図
5
1
2
）
。
支
え
木
を
受
け
る
台
は
、
回
転
軸
と
禰
の
台
と
も
呼
称
さ
れ
る
方
形
台
状
の
木
製
品
を
組
み
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

わ
せ
る
構
造
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
笠
状
木
製
品
も
そ
の
候
補
と
す
る
案
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
角
山
幸
洋
の
研
究
と
同
様
に
、
形
態
的
特
徴
に
よ
り
確
定
で
き
る
支
え
木
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。
さ
ら
に
、
遺
存
度
の
低
い
資

料
で
も
比
較
検
討
の
対
象
と
で
き
る
よ
う
に
、
軸
孔
か
ら
小
童
ま
で
が
遺
存
す
る
良
好
な
資
料
三
八
点
に
基
づ
き
、
支
え
木
の
法
量
的
な
認
定

基
準
を
設
定
す
る
。
支
え
木
中
央
部
の
軸
孔
周
囲
の
幅
は
、
九
五
％
が
二
～
五
㎝
の
範
囲
に
あ
る
。
幅
は
概
ね
端
部
に
向
か
う
に
従
い
、
や
や

狭
く
な
る
。
個
体
差
は
あ
る
が
、
最
も
狭
い
も
の
で
は
幅
一
・
五
㎝
程
度
で
あ
る
。
厚
み
は
中
央
部
で
ほ
ぼ
一
～
二
㎝
の
範
囲
に
あ
り
、
端
部

で
は
最
も
薄
い
も
の
で
○
・
五
㎝
程
度
と
な
る
。
ま
た
、
軸
孔
径
は
約
八
八
％
が
一
～
二
㎝
の
範
囲
に
あ
る
。
以
上
の
数
値
は
紹
か
け
と
し
て

機
能
す
る
上
で
妥
当
な
法
量
の
範
囲
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
基
準
に
よ
り
、
二
世
紀
か
ら
＝
二
世
紀
に
属
す
、
北
は
宮
城
県
か
ら
南
は
岡
山
県

ま
で
の
出
土
例
一
〇
三
点
を
紹
か
け
と
し
て
認
定
し
た
。

　
　
（
二
）
　
分
類
の
視
点

　
総
の
大
き
さ
（
図
6
）
　
ま
ず
、
支
え
木
の
軸
孔
の
中
心
か
ら
斜
め
に
あ
い
た
小
面
の
外
側
ま
で
の
長
さ
（
r
）
に
着
目
す
る
。
こ
の
長
さ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

違
い
は
、
紹
か
け
に
か
け
る
紹
の
大
き
さ
（
糸
を
輪
状
に
束
ね
て
で
き
た
紹
の
一
周
分
の
長
さ
）
に
対
応
す
る
。
角
山
幸
洋
は
出
土
し
た
紹
か
け
の

支
え
木
八
点
を
民
具
資
料
と
の
比
較
か
ら
、
r
1
1
五
〇
～
六
〇
㎝
程
の
第
一
形
式
と
、
r
1
1
二
〇
～
三
〇
㎝
程
の
第
二
形
式
に
二
分
し
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
用
途
の
差
異
と
み
た
。
す
な
わ
ち
、
撚
り
が
戻
り
が
ち
な
麻
な
ど
の
強
靱
な
植
物
性
繊
維
で
作
ら
れ
た
糸
は
、
紹
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
大
型
の
第
一
形
式
を
使
用
し
た
。
そ
の
一
方
、
柔
軟
性
の
あ
る
絹
糸
な
ど
は
そ
の
必
要
が
な
く
、
小
型
の
第
二
形
式
で
対
応
で
き
る
と
し

た
。
し
か
し
、
支
え
木
の
法
量
差
が
用
途
差
を
反
映
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
時
期
が
違
っ
て
も
同
様
の
法
量
差
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
よ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　長さ（cm）
O　10　20　30　40　50　60　70　80　90

　松原内湖①
　松原内湖②
　　　斗西
　　播磨長越
　　石川条里
太田ニシカワダ①

太田ニシカワダ②

　　　下長
　　豊中①
　　豊中②
　　塞の谷
　　山ノ花
　　桓武西浦
　六大A①
　六大A②
　名柄①
　名柄②
　伊場①
百間川原尾島

　西沼田
　　菅生
　阿比留
　　山王
　下川津
　伊場②
　伊場③
　志賀公園

　　穴太
　伊場④
　伊場⑤

　平城京左京三条二坊
　平城宮東院西辺地区

　　　　瀦
　　　　梶毒霧
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図6　紹かけの支え木の長さ（rl～r2の範囲）による分類

り
多
く
の
資
料
を
蓄
積
し
た
上
で
再
検
討

が
必
要
と
な
る
。

　
こ
こ
で
は
、
集
成
し
た
資
料
の
う
ち
、

軸
孔
（
回
転
軸
）
か
ら
最
も
近
い
小
孔

（
腕
木
）
ま
で
の
長
さ
（
r
－
）
と
、
軸

孔
か
ら
最
も
遠
い
小
孔
ま
で
の
長
さ
（
r

2
）
が
計
測
可
能
な
三
八
点
を
分
析
す
る
。

図
6
に
そ
れ
ぞ
れ
r
1
か
ら
r
2
の
範
囲

を
示
し
た
。
ま
ず
、
r
2
に
注
目
す
る
と
、

約
五
〇
～
七
〇
㎝
と
約
三
〇
～
四
〇
㎝
の

二
つ
の
範
囲
に
集
中
す
る
。
前
者
を
A
類
、

後
者
を
B
類
と
す
る
。
次
に
r
1
に
注
目

す
る
と
、
B
類
で
は
二
〇
㎝
前
後
の
も
の

が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
A
類
で
は
r

1
が
五
〇
㎝
前
後
に
収
ま
る
も
の
と
、
さ

ら
に
二
〇
～
四
〇
㎝
前
後
ま
で
広
が
る
も

の
と
の
二
つ
に
細
分
で
き
る
。
そ
の
結
果
、

以
下
の
三
つ
に
大
き
く
分
類
で
き
る
。

　
A
類
：
r
1
か
ら
r
2
ま
で
が
約
五
〇 励
6
6
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～
七
〇
㎝
以
上
の
範
囲
に
あ
る
。

　
A
類
：
r
1
が
約
二
〇
弱
～
四
〇
㎝
、
r
2
が
約
五
〇
～
七
〇
㎝
の
範
囲
に
あ
る
。

　
B
類
：
r
1
か
ら
r
2
ま
で
が
約
二
〇
弱
～
四
〇
㎝
の
範
囲
に
収
ま
る
。

　
B
類
で
端
部
ま
で
残
る
資
料
で
は
、
軸
孔
か
ら
端
部
ま
で
の
長
さ
が
ほ
ぼ
四
〇
㎝
以
内
に
収
ま
る
。
例
え
ば
、
滋
賀
県
下
長
遺
跡
例
は
軸
孔

か
ら
端
部
ま
で
三
七
㎝
を
計
る
。
こ
の
場
合
、
三
七
㎝
以
内
の
長
さ
で
の
使
用
を
前
提
と
し
て
製
作
さ
れ
、
五
〇
～
七
〇
㎝
の
範
囲
に
紹
を
か

け
る
と
い
う
状
況
は
元
々
意
図
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
A
類
は
大
き
い
紹
用
に
、
B
類
は
小
さ
い
紹
用
に
作
り
分
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
κ

類
は
本
来
大
き
い
紹
用
に
製
作
さ
れ
た
紹
か
け
を
、
小
さ
い
紹
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
A
類
・
A
類
は
三
・
四
世
紀
を
初
現
と
し
て
、
五
世
紀
代
に
は
近
畿
か
ら
東
海
地
方
で
顕
著
と
な
り
、
六
世
紀
に
入
る
と
千
葉
県
菅
生
遺
跡
、

山
形
県
西
沼
田
遺
跡
例
な
ど
関
東
・
東
北
地
方
に
分
布
を
広
げ
る
。
七
・
八
世
紀
で
は
滋
賀
県
穴
太
遺
跡
、
愛
知
県
志
賀
公
園
遺
跡
例
が
A
類

で
あ
る
。
B
類
は
、
四
世
紀
で
は
滋
賀
県
斗
西
遺
跡
・
下
長
遺
跡
、
石
川
県
太
田
原
シ
カ
ワ
ダ
遺
跡
例
（
図
5
i
！
）
な
ど
近
畿
か
ら
北
陸
地

方
に
か
け
て
み
ら
れ
、
五
・
六
世
紀
で
は
岡
山
県
百
間
川
原
尾
島
遺
跡
、
静
岡
県
伊
場
遺
跡
例
な
ど
さ
ら
に
中
国
か
ら
東
海
地
方
に
広
が
る
。

七
世
紀
以
降
で
は
、
平
城
宮
・
京
（
図
5
i
3
）
や
伊
場
遺
跡
④
（
図
5
1
2
）
、
兵
庫
県
袴
狭
遺
跡
例
な
ど
が
B
類
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
資

料
数
は
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
A
類
・
B
類
が
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
時
期
や
地
域
に
片
寄
る
傾
向
は
現
れ
な
い
。

　
む
し
ろ
、
重
要
な
の
は
対
応
す
る
糸
の
素
材
の
差
で
あ
る
。
紡
い
だ
麻
糸
や
樹
皮
繊
維
を
巻
い
て
お
く
た
め
の
柞
と
の
共
伴
関
係
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
柞
は
紹
か
け
B
類
で
は
な
く
、
A
類
・
A
類
と
共
電
す
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
－
）
。
太
田
ニ
シ
カ
ワ
ダ
遺
跡
の
紹
か
け
は
端
部

が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
か
ら
A
類
と
な
る
可
能
性
を
も
，
考
慮
す
る
と
、
柞
と
共
演
し
た
紹
か
け
の
う
ち
長
さ
の
判
明
す
る
も
の
は
す
べ
て
A

類
・
A
類
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
替
と
組
み
合
う
紹
か
け
A
類
は
、
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
に
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。
絹
が
柔
軟
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
は
こ
わ
つ
き
、
折
り
目
が
つ
き
易
い
と
い
う
性
質
を
考
慮
す
る
と
、
紹
か
け
A
類
は
麻
な
ど
の
植
物
性

繊
維
に
、
紹
か
け
B
類
は
絹
繊
維
に
よ
り
適
す
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
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紹
か
け
に
か
け
る
紹
の
大
き
さ
は
、
紡
い
だ
糸
の
替
へ
の
巻
き
取
り
方
と
関
連
す
る
。
つ
ま
り
、
棉
の
法
身
と
糸
の
巻
き
取
り
方
に
よ
っ
て

紹
の
一
周
分
の
長
さ
が
決
定
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
紹
は
糸
の
束
を
数
え
る
単
位
に
も
な
る
た
め
、
そ
の
糸
の
束
の
大
き
さ
は
地
域
や
集

団
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
小
孔
の
数
や
封
孔
の
位
置
に
つ
い
て
は
使
用
す
る
糸
素
材
へ
の
適
性
、
す
な
わ
ち
麻
糸

と
絹
糸
の
違
い
に
加
え
て
、
紹
の
大
き
さ
に
関
す
る
地
域
的
、
集
団
的
、
時
期
的
な
規
制
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

八
世
紀
・
｝
○
世
紀
前
半
に
属
す
静
岡
県
梶
子
北
・
九
反
田
遺
跡
の
二
例
は
r
2
が
四
〇
㎝
前
後
と
B
類
に
含
ま
れ
る
が
、
r
1
の
値
が
三

〇
㎝
以
上
と
大
き
く
、
B
類
の
平
城
宮
・
京
例
と
は
排
他
的
で
あ
る
。
類
例
の
増
加
を
待
っ
て
、
さ
ら
に
細
か
い
分
析
を
行
う
余
地
が
あ
る
。

　
支
え
木
の
平
面
形
に
み
る
特
徴
　
次
に
、
支
え
木
の
平
面
形
に
着
目
す
る
。
支
え
木
の
平
面
形
は
、
形
状
に
よ
り
以
下
の
四
つ
に
大
別
で
き
る

（
図
7
）
。
側
面
の
創
形
の
有
無
や
加
工
の
程
度
の
違
い
は
紹
か
け
の
機
能
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
し
な
い
と
み
て
よ
い
。

　
1
類
：
軸
孔
の
あ
る
中
央
部
か
ら
端
部
ま
で
、
幅
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
も
の
（
端
部
の
幅
は
中
央
部
の
幅
の
九
〇
％
以
上
）
。

　
1
類
：
申
央
部
か
ら
端
部
に
か
け
て
徐
々
に
幅
が
狭
く
な
る
も
の
（
端
部
の
幅
は
中
央
部
の
幅
の
九
〇
％
以
下
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
類
：
中
央
部
寄
り
の
両
側
面
を
創
り
込
ん
で
、
幅
が
急
に
狭
く
な
る
も
の
。
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　　図7　支え木の平面形による分類

　
W
類
：
顕
類
の
中
央
部
の
両
側
面
に
も
蝶
形
を
い
れ
た
も
の
。

　
製
作
に
費
や
す
手
聞
か
ら
み
る
と
、
工
類
が
最
も
加
工
の
程
度
が
低
く
、
W
類
は
最
も
加
工
の
程
度
が
高
い
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
が
っ
て
N
類
が
最
も
装
飾
性
に
富
む
と
い
え
る
。
時
期
を
追
っ
て
支
え
木
の
平
面
形
の
特
徴
を
み
る
と
、
二
世
紀

か
ら
四
世
紀
（
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
）
で
は
一
～
W
類
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
。
五
・
六
世
紀
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
皿
類
が
七
〇
％
と
主
体
と
な
り
、
1
類
が
二
％
、
H
類
が
一
一
％
、
W
類
が
一
七
％
で
あ
る
（
n
1
一
二
七
）
。
七
・

八
世
紀
で
は
1
類
が
四
〇
％
、
H
類
が
二
七
％
、
田
類
が
三
〇
％
、
W
類
は
三
％
と
な
る
（
n
陸
｛
八
・
五
）
。
七
・

八
世
紀
で
は
前
代
で
は
少
数
で
あ
っ
た
1
類
・
H
類
が
大
幅
に
増
加
す
る
。
分
布
を
み
る
と
、
工
類
に
は
静
岡
県
伊

場
遺
跡
、
香
川
県
下
川
津
遺
跡
（
図
5
…
4
）
、
愛
知
県
志
賀
公
園
遺
跡
例
な
ど
が
あ
る
。
E
類
は
宮
城
県
山
王
遺
跡
、
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静
岡
県
梶
子
遺
跡
・
伊
場
遺
跡
（
図
5
1
2
な
ど
）
例
な
ど
が
あ
る
。
平
城
宮
・
京
例
（
図
5
1
3
な
ど
）
が
皿
類
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

王
類
・
H
類
は
地
方
に
分
布
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
七
・
八
世
紀
で
は
加
工
度
の
低
い
1
類
・
∬
類
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
が
、
特
に
地
方
に
お
い
て
顕
著
と
な
る
。

　
以
上
、
紹
か
け
の
支
え
木
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
紹
の
大
き
さ
に
対
応
し
て
あ
け
ら
れ
る
細
孔
か
ら
小
孔
ま
で
の
長
さ
に
着
目
す
る
と
、
大
型

の
A
類
と
小
型
の
B
類
に
大
別
で
き
る
。
そ
の
大
き
さ
の
違
い
は
、
前
者
は
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
、
後
者
は
絹
と
い
う
糸
の
素
材
の
違
い
に

基
づ
く
こ
と
を
追
認
し
た
。
次
に
、
支
え
木
の
平
面
形
に
着
目
す
る
と
、
加
工
度
の
低
い
1
類
か
ら
高
い
W
類
ま
で
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
特

に
、
七
・
八
世
紀
の
地
方
で
は
、
支
え
木
側
面
の
加
工
度
が
低
く
、
実
用
に
徹
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

二
　
糸

枠

56　（618）

　
　
（
一
）
　
糸
枠
の
認
定
基
準

　
糸
枠
と
は
、
狭
義
に
は
回
転
を
利
用
し
て
、
紹
か
け
に
か
け
た
糸
を
小
分
け
す
る
道
具
で
あ
る
。
複
数
の
枠
木
と
横
木
を
組
み
合
わ
せ
て
横

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

木
の
中
心
に
軸
棒
を
通
す
。
軸
棒
を
手
で
保
持
し
て
隠
す
か
、
台
に
差
し
込
ん
だ
支
柱
に
固
定
さ
せ
て
圓
す
方
法
が
知
ら
れ
、
枠
木
部
分
に
糸

を
巻
き
取
っ
て
い
く
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
枠
木
と
横
木
が
主
で
あ
る
。
軸
棒
は
、
用
途
不
明
の
棒
状
木
製
品
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

性
が
あ
る
。
軸
棒
に
用
い
る
樹
種
は
特
に
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
確
定
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
糸
枠
の
構
造
は
、
横
木
二
本
を
十
字
に
組
ん
だ
も
の
二
つ
を
枠
木
四
本
と
結
合
す
る
枠
木
四
本
組
合
せ
式
が
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

造
は
非
常
に
例
が
少
な
い
。
各
部
材
の
形
態
は
特
徴
的
で
、
分
離
し
た
状
態
で
も
容
易
に
確
定
で
き
る
。
枠
木
四
本
組
合
せ
式
で
は
、
横
木
の

中
心
部
は
相
欠
き
仕
口
と
し
、
軸
棒
を
通
す
孔
を
あ
け
る
。
横
木
の
両
端
は
枠
木
腹
黒
に
差
し
込
む
た
め
、
棒
状
に
削
り
出
す
。
粗
木
は
背
面

側
に
糸
が
直
接
に
巻
き
付
く
た
め
、
背
面
を
滑
ら
か
に
面
取
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
背
面
側
の
断
面
形
は
丸
い
ゆ
腹
面
に
は
横
木
に
結

合
す
る
柄
孔
を
設
け
る
。
枠
木
側
面
か
ら
柄
孔
に
直
交
し
て
木
釘
を
打
ち
込
ん
で
横
木
を
固
定
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
横
木
端
部
は
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木
釘
に
よ
っ
て
欠
損
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、
五
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
属
す
、
北
は
秋
田
県
か
ら
南
は
佐
賀
県
ま
で
の
出
土
例
一
七

三
点
（
枠
木
九
六
点
、
横
木
七
七
点
）
を
元
に
分
析
を
進
め
る
。

　
　
（
二
）
　
分
類
の
視
点

　
法
量
に
よ
る
分
類
（
図
8
）
　
ま
ず
、
枠
木
と
横
木
か
ら
な
る
糸
枠
の
大
き
さ
に
着
目
す
る
。
糸
枠
に
巻
く
糸
の
長
さ
は
、
枠
木
と
横
木
の
長

さ
に
比
例
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
糸
枠
の
法
量
差
は
用
途
上
の
違
い
に
基
づ
く
可
能
性
が
あ
る
。
『
木
器
集
成
」
古
代
篇
で
は
、
枠
木
の
長
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
ら
、
小
型
：
一
六
α
皿
前
後
、
中
型
：
二
四
～
二
八
㎝
前
後
、
大
型
：
三
二
㎝
以
上
の
三
種
に
分
類
さ
れ
た
。
し
か
し
、
糸
枠
の
大
小
は
枠
木

だ
け
で
な
く
、
横
木
の
長
さ
と
も
関
わ
る
事
実
を
指
摘
し
な
が
ら
、
枠
木
と
横
木
の
長
さ
の
相
関
性
は
旦
ハ
体
的
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
枠
木
と
横
木
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
出
土
し
た
資
料
＝
二
点
の
具
体
的
な
数
値
を
元
に
、

神木長（cm）
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　図8　糸枠の露量による分類

　
　
0

5
　
　
　
0

枠
木
と
横
木
の
長
さ
の
相
関
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
法
量
差
に
基
づ
く
分
類
を
試
み
る
（
図

8
）
。
こ
れ
に
は
横
木
の
耳
孔
の
径
が
ほ
ぼ
対
応
す
る
た
め
、
そ
れ
を
加
え
て
、
以
下
の
三

つ
に
分
類
す
る
。

　
大
型
糸
枠
：
枠
木
の
長
さ
が
三
〇
㎝
以
上
、
横
木
の
長
さ
が
約
一
四
㎝
以
上
、
軸
孔
は
直

径
約
二
～
四
㎝
。

　
中
型
糸
枠
：
枠
木
の
長
さ
が
三
〇
㎝
未
満
、
横
木
の
長
さ
が
九
～
一
二
㎝
程
度
、
軸
孔
は

直
径
約
○
・
五
～
一
㎝
。

　
小
型
糸
枠
：
枠
木
の
長
さ
が
約
一
六
α
皿
、
横
木
の
長
さ
が
約
五
㎝
、
軸
孔
は
直
径
約
○
・

三
～
○
・
四
㎝
。

　
こ
の
数
値
を
基
準
に
す
れ
ば
、
枠
木
や
横
木
が
単
独
で
出
土
し
た
場
合
で
も
、
大
・
中
・

小
の
い
ず
れ
に
属
す
る
糸
枠
の
部
材
か
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
〇
世
紀
以
降
で
は
横
木

57 （619）



の
長
さ
が
二
〇
㎝
台
の
も
の
が
一
定
数
認
め
ら
れ
る
。
現
時
点
で
組
木
と
組
み
合
う
出
土
例
は
な
い
が
、
さ
ら
に
大
型
化
し
た
糸
枠
の
存
在
も

想
定
で
き
る
。
ま
た
、
一
二
世
紀
以
降
で
は
中
型
糸
枠
の
鶴
木
が
短
く
な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
示
し
た
相
関
関
係
は
、
特
に
五
世
紀

か
ら
九
世
紀
代
に
適
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
く
。
な
お
、
小
型
糸
枠
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
二
点
が
確
認
で
き
、
類
例
を
待
っ
て
検
討
し

　
⑬
た
い
。

　
こ
こ
で
は
、
枠
木
・
横
木
の
単
独
資
料
を
併
せ
て
、
時
期
ご
と
に
大
型
糸
枠
と
中
型
糸
枠
の
占
め
る
割
合
を
み
る
。
出
現
期
で
あ
る
五
・
六

世
紀
の
糸
枠
は
す
べ
て
中
型
で
あ
る
（
n
1
1
七
・
五
）
。
七
世
紀
の
糸
枠
は
大
型
が
九
・
四
％
、
中
型
が
九
〇
・
六
％
を
占
め
る
（
n
1
1
～
六
）
。

以
下
、
八
世
紀
で
は
大
型
が
四
％
、
中
型
が
九
三
・
四
％
（
n
彗
七
六
）
、
九
世
紀
で
は
大
型
が
＝
一
・
二
％
、
中
型
が
八
七
・
八
％
を
占
め
る

（
n
1
1
【
西
・
五
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ど
の
時
期
に
お
い
て
も
概
ね
中
型
糸
枠
が
主
体
と
な
り
、
大
型
糸
枠
は
主
体
と
は
な
ら
な
い
。

　
糸
枠
を
広
義
に
糸
を
巻
き
取
る
道
具
と
し
て
解
釈
す
る
と
、
紡
織
工
程
の
ど
の
段
階
で
使
用
し
た
か
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
、

繭
か
ら
蚕
糸
を
巻
き
取
る
枠
（
糸
繰
枠
）
、
蚕
糸
を
紹
に
す
る
た
め
に
巻
き
取
る
枠
（
揚
枠
）
な
ど
も
糸
枠
の
一
種
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
度
に

最
も
数
多
く
の
糸
枠
を
必
要
と
す
る
の
は
、
織
機
に
経
糸
を
か
け
る
整
経
作
業
の
段
階
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
主
体

と
な
る
中
型
糸
枠
は
、
整
経
作
業
や
そ
の
前
後
の
一
時
的
な
保
管
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
大
型
糸
枠
は
少
数
な
が
ら
も
一
定
存
在
す

る
た
め
、
中
型
糸
枠
と
は
別
の
作
業
段
階
で
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
繰
糸
用
と
し
て
の
可
能
性
を
残
し
て
お
き
た
い
。

　
糸
粋
部
材
に
み
る
加
工
の
特
徴
（
図
9
～
1
1
）
　
次
に
、
糸
枠
の
質
量
の
腹
面
に
み
ら
れ
る
加
工
の
特
徴
に
着
目
す
る
。
枠
木
は
角
材
か
無
爵
に

横
木
を
差
し
込
む
孔
を
あ
け
、
糸
が
巻
き
付
く
背
面
を
丸
く
面
取
り
す
れ
ば
十
分
に
機
能
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
糸
が
直
接
触
れ
る
こ
と
の
な

い
腹
囲
の
加
工
は
糸
枠
の
…
機
能
に
影
響
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
腹
面
の
加
工
の
特
徴
に
よ
り
分
類
を
行
い
、
出
現
期
の
糸
枠
と
平
城
宮
・
京
を

主
と
し
た
宮
都
、
七
世
紀
後
葉
か
ら
一
〇
世
紀
代
に
属
す
地
方
の
糸
枠
を
比
較
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
『
木
器
集
成
』
古
代
篇
で
は
糸
粋
は
形
状
に
よ
り
四
つ
に
分
類
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
こ
の
分
類
に
収
ま
ら
な
い
資
料
も
増
加
し
た
。
こ
こ

で
は
、
枠
木
の
腹
面
と
先
端
部
に
ほ
ど
こ
し
た
主
要
な
三
種
の
加
工
と
、
柄
孔
に
み
る
二
種
の
加
工
を
取
り
上
げ
る
。
部
位
ご
と
の
加
工
要
素
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を
次
の
よ
う
に
把
握
し
、
そ
の
組
合
せ
を
［
a
b
方
］
・
［
a
b
c
円
］
な
ど
と
表
記
し
て
枠
木
の
加
工
の
特
徴
を
表
し
た
（
図
9
）
。

　
枠
木
腹
面
に
み
る
加
工
要
素

　
a
：
二
つ
の
横
木
と
の
結
合
部
間
に
創
形
を
い
れ
る
。

　
b
：
横
木
と
の
結
合
部
か
ら
両
端
に
向
か
い
斜
め
に
削
る
。

　
c
：
b
か
ら
さ
ら
に
、
横
木
と
の
結
合
部
か
ら
両
端
に
か
け
て
刀
身
状
に
尖
ら
せ
る
。

　
柄
孔
の
形
状

　
円
：
鼠
刃
錐
や
三
つ
又
錐
、
四
方
錐
な
ど
で
園
転
穿
孔
し
、
平
面
円
形
を
呈
す
る
。

　
方
：
墾
や
刀
子
な
ど
で
穿
孔
し
、
平
面
方
形
を
呈
す
る
。

　
例
え
ば
［
a
b
c
］
は
最
も
加
工
の
程
度
が
大
き
く
、
実
用
度
と
い
う
よ
り
も
装
飾
度
を
よ
り
高
め
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
柄
孔
の
形

状
は
使
用
し
た
穿
孔
工
具
を
反
映
す
る
。
鼠
歯
錐
や
三
つ
角
錐
な
ど
が
古
代
に
お
い
て
ど
の
程
度
普
及
し
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
難
や

刀
子
に
比
べ
る
と
や
や
特
殊
な
工
旦
ハ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
出
現
期
の
糸
枠
の
枠
木
を
検
討
す
る
。
大
阪
府
上
津
島
遺
跡
例
（
図
－
o
I
l
）
は
横
木
の
結
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
と
の
問
に
剖
形
を
入
れ
、
両
端
を
側
面
か
ら
み
て
刀
状
に
尖
ら
せ
、
全
体
的
に
華
奢
な
つ
く
り
で
あ
る
。

方
　
　
　
麟
　
　
　
　
　
　
　
6

円
　
　
　
0

Cba

レレ図
　（｛則面）　　　　　　　（腹面）

図9　枠木腹面の加工分類

柄
孔
は
円
形
を
呈
す
る
（
［
a
b
c
円
］
）
。
滋
賀
県
湖
西
線
遺
跡
例
（
図
1
0
1
2
）
は
横
木
の
結
合
一
間
は

角
を
軽
く
削
る
程
度
で
劇
形
は
な
く
、
両
端
は
斜
め
に
削
る
が
先
端
部
は
平
坦
で
あ
る
。
柄
孔
は
方
形
を

呈
す
る
（
［
b
方
］
）
。
奈
良
県
名
柄
遺
跡
例
（
図
1
0
－
3
）
は
［
a
b
円
］
で
あ
る
。
三
重
県
六
大
A
遺
跡

例
は
［
a
b
円
］
で
あ
る
が
、
一
部
に
結
合
部
問
を
出
面
だ
け
で
な
く
両
側
面
か
ら
も
釧
り
込
み
、
細
く

す
る
も
の
が
あ
る
（
図
1
0
－
4
）
。
奈
良
県
西
隆
寺
（
下
層
）
例
は
整
形
技
法
上
［
a
b
c
円
］
と
い
え
る

が
、
全
体
的
に
幅
が
広
く
厚
み
が
薄
い
点
で
や
や
特
異
な
形
状
を
呈
す
る
（
図
1
0
－
8
）
。
こ
の
よ
う
に
、
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出
現
期
の
糸
枠
は
ほ
ど
こ
す
加
工
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
統
～
性
が
な
い
。

　
次
に
、
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
平
城
宮
・
京
の
出
土
例
を
検
討
す
る
。
平
城
宮
・
京
で
は
、
加
工
a
b
と
加
工
a
b
c
で
全
体
の
七
六
％

を
占
め
る
（
図
1
2
）
。
ま
た
、
柄
孔
の
ほ
と
ん
ど
は
四
つ
目
錐
な
ど
を
使
用
し
た
円
形
を
呈
す
る
。
方
形
の
柄
樽
を
も
つ
も
の
は
一
点
確
認
で

き
た
が
、
こ
れ
は
加
工
a
の
み
を
ほ
ど
こ
し
た
加
工
度
の
低
い
も
の
で
例
外
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
平
城
宮
・
京
の
糸
枠
に
は
画
一
性
の

高
い
加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
［
a
b
円
］
と
［
a
b
c
円
］
を
主
と
す
る
（
図
1
0
1
6
・
7
）
。
ま
た
、
難
波
心
内
に
位
置
す
る
細
工
谷
遺
跡
例

も
［
a
b
円
］
と
［
a
b
c
円
］
の
ニ
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
宮
都
の
特
徴
と
し
て
｝
般
化
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
三
都

型
と
す
る
。
遡
っ
て
、
飛
鳥
基
山
で
確
認
さ
れ
る
七
世
紀
代
に
属
す
る
糸
枠
部
材
に
、
七
世
紀
中
葉
の
坂
田
寺
跡
（
図
1
0
…
5
）
が
あ
る
。
枠

木
の
両
端
は
平
ら
な
ま
ま
で
、
横
木
と
の
結
合
業
間
を
や
や
軽
く
創
り
込
む
。
柄
孔
は
円
形
を
呈
す
る
（
［
a
b
円
］
）
。
こ
こ
に
本
県
型
の
起
源

を
求
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
地
方
で
出
土
し
た
糸
枠
の
枠
木
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
地
方
で
は
宮
墨
型
［
a
b
c
円
］
は
少
な
く
、
現
時
点
で
徳
島
県
観
音
寺
遺

跡
、
静
岡
県
伊
場
遺
跡
（
図
1
0
…
1
4
）
、
兵
庫
県
袴
狭
遺
跡
例
（
図
1
0
－
1
6
）
に
限
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
柄
孔
は
方
形
を
呈
す
る
も
の
が
半
数
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

く
を
占
め
、
加
工
a
・
b
・
c
の
い
ず
れ
も
ほ
ど
こ
さ
な
い
も
の
も
あ
る
な
ど
、
加
工
度
が
低
い
も
の
が
目
立
つ
（
図
1
2
）
。
ま
た
、
加
工

b
・
c
を
ほ
ど
こ
す
場
合
で
も
、
横
木
と
の
結
合
部
を
起
点
に
削
る
の
で
は
な
く
、
端
部
に
近
い
部
分
の
み
を
削
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

（
b
）
、
（
c
）
と
表
記
し
た
。

　
例
え
ば
、
香
川
県
下
川
津
遺
跡
例
（
図
1
0
…
1
7
・
1
8
）
は
両
端
に
近
い
部
分
だ
け
を
僅
か
に
削
り
尖
ら
せ
、
全
体
的
に
太
身
で
あ
る
。
柄
孔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
方
形
で
盤
な
ど
に
よ
る
穿
孔
時
の
加
工
痕
を
粗
く
残
す
（
只
。
）
方
］
）
。

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

@
論
難
翫
轄
瀦
鞠
籟
駒
戴
．
難
脳
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
酬
肛
　
　
図
　
　
切
省
略
す
る
と
い
う
も
の
で
、
よ
り
実
用
に
徹
し
た
と
い
え
る
好
例
で
あ
る
。

需

・

r

一
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図12　枠木の加工

地
方
の
糸
枠
は
、
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
碑
面
に
お
け
る
装
飾
的
な
加
工
度
が
低
く
、
柄
孔

が
方
形
の
も
の
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
た
だ
し
、
加
工
要
素
は
多
様
で
、
遺
跡
ご
と
の

ま
と
ま
り
か
ら
地
方
型
を
設
定
す
る
こ
と
も
難
し
い
た
め
、
こ
こ
で
は
非
三
都
型
と
総
称
し
て

お
く
。

　
最
後
に
、
横
木
の
加
工
に
つ
い
て
も
宮
都
と
地
方
の
比
較
を
行
う
。
横
木
の
長
さ
は
機
能
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

反
映
す
る
こ
と
か
ら
検
討
対
象
と
は
せ
ず
、
機
能
と
は
関
係
し
な
い
側
面
の
幅
や
加
工
の
特
徴

に
着
目
す
る
。
初
号
と
な
る
名
柄
遺
跡
例
は
、
幅
三
・
二
㎝
で
十
字
に
組
む
相
欠
き
の
仕
口
が

平
面
八
角
形
を
呈
す
る
（
図
1
0
1
1
2
）
。
し
か
し
、
仕
口
は
通
常
平
面
四
角
形
で
あ
り
、
こ
れ
が

初
現
制
の
特
徴
で
あ
る
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
宮
都
の
横
木
は
、
平
面
四
角
形
で
幅

約
一
・
五
～
二
・
五
㎝
の
範
囲
に
収
ま
る
。
端
部
は
、
仕
口
近
く
を
起
点
に
両
側
か
ら
棒
状
に

削
り
出
す
と
い
う
画
一
的
な
加
工
を
ほ
ど
こ
す
（
図
1
0
　
9
）
。
そ
こ
で
こ
れ
を
宮
二
型
と
す
る
。

　
地
方
の
横
木
に
は
、
非
宮
都
型
が
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
山
口
県
長
門
銅
山
跡

例
（
図
1
0
－
1
1
）
は
枠
木
と
の
結
合
部
の
み
を
細
く
し
た
短
い
突
起
を
も
つ
。
静
岡
県
御
子
ヶ

谷
遺
跡
例
に
は
、
幅
が
三
・
○
～
三
・
七
㎝
と
宮
都
よ
り
広
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
長
野
県

屋
代
遺
跡
例
は
両
端
の
棒
状
の
突
起
を
片
側
に
寄
せ
て
削
り
出
す
（
図
1
0
－
1
3
）
。
た
だ
し
、
こ

う
し
た
例
は
少
数
で
非
宮
豊
野
の
特
徴
は
枠
木
に
よ
く
表
れ
る
。

　
以
上
、
糸
枠
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
枠
木
と
横
木
か
ら
な
る
大
き
さ
に
よ
り
大
型
・
中
型
・
小

型
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
糸
枠
の
法
言
は
、
紡
織
工
程
の
ど
の
段
階
で
使
用
す
る
か
に
よ
っ

て
異
な
り
、
主
体
と
な
る
中
型
は
整
経
工
程
で
使
用
す
る
と
推
定
し
た
。
次
に
、
枠
木
の
腹
面
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や
横
木
の
側
面
の
加
工
に
着
目
し
、
そ
の
加
工
の
違
い
が
時
期
差
や
地
域
差
を
反
映
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
、

糸
枠
は
画
一
性
の
高
い
宮
都
型
を
特
徴
と
す
る
の
に
対
し
て
、
地
方
の
糸
枠
は
在
地
性
の
強
い
特
徴
を
も
つ
も
の
が
多
く
、

な
い
こ
と
か
ら
、
非
宮
都
型
と
総
称
で
き
る
。

①
は
じ
め
に
注
⑨
角
山
幸
洋
一
九
九
二
年
文
献
。
な
お
、
角
山
幸
洋
は
紹
か
け
を

　
舞
立
と
呼
称
す
る
。

②
は
じ
め
に
注
⑩
奈
文
研
一
九
九
三
年
文
献
。

③
〔
三
重
県
埋
文
闘
ニ
○
○
○
〕
【
五
九
頁
笙
三
図
一
四
一
七
・
四
一
八
、
一

　
轟
ハ
○
頁
第
【
二
二
㎜
凶
。

④
　
前
掲
第
一
章
注
④
山
田
晶
久
文
献
。

⑤
紹
の
大
き
さ
は
、
r
×
2
を
対
角
線
と
す
る
正
方
形
の
外
周
の
長
さ
以
上
、
r

　
の
値
を
半
径
と
す
る
円
周
の
長
さ
以
内
と
復
元
で
き
る
。

⑥
角
山
幸
洋
は
「
中
央
か
ら
の
カ
セ
の
直
径
」
と
し
て
提
示
し
た
が
、
そ
の
図
版

　
第
六
（
は
じ
め
に
注
⑨
角
山
幸
洋
一
九
九
二
年
文
献
）
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
稿

　
で
定
義
す
る
r
値
に
近
似
す
る
と
み
て
よ
い
。

⑦
W
類
と
し
た
滋
賀
県
阿
比
留
遣
跡
例
は
花
弁
状
の
山
形
を
加
え
、
さ
ら
に
加
工

　
度
が
高
い
（
図
5
1
7
）
。

⑧
特
に
、
W
類
は
東
海
か
ら
近
畿
地
方
に
分
布
が
集
中
す
る
。

⑨
第
一
章
注
①
竹
内
晶
子
文
献
な
ど
。

⑩
民
具
資
料
の
糸
枠
・
総
か
け
の
台
に
付
属
す
る
軸
捧
部
材
に
は
回
転
時
の
摩
耗

　
を
防
ぐ
た
め
、
殆
ど
が
ア
カ
ガ
シ
亜
属
を
用
い
る
。
ま
た
、
鉄
製
の
場
合
も
あ
る
。

⑪
枠
木
四
本
組
合
せ
式
と
枠
木
六
本
組
合
せ
式
と
に
大
別
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
横
木

第
三
章
　
宮
都
・
地
方
に
お
け
る
紡
織

宮
都
で
使
用
し
た

加
工
に
画
一
性
が

　
二
～
三
本
と
組
み
合
う
も
の
と
横
木
一
枚
板
と
組
み
合
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

　
枠
木
と
横
木
を
一
木
で
作
る
枠
木
四
本
一
木
式
、
枠
木
六
本
一
木
式
が
あ
る
。

⑫
は
じ
め
に
注
⑩
奈
文
月
一
九
八
四
年
文
献
。

⑬
一
点
は
平
城
宮
内
裏
漉
外
郭
S
K
八
二
〇
出
土
例
で
、
最
大
三
五
㎝
の
正
六
角

　
形
の
一
枚
板
に
枠
木
六
本
が
結
合
す
る
（
〔
奈
文
研
一
九
七
六
〕
P
L
六
七
－
四

　
三
）
。
も
う
一
点
は
平
城
京
二
条
大
路
S
D
五
一
〇
〇
出
土
例
で
未
製
品
で
あ
る

　
が
、
法
量
か
ら
小
型
と
し
て
よ
い
（
〔
奈
文
研
一
九
九
五
〕
P
L
一
八
七
－
七
六
）
。

⑭
1
：
断
面
が
円
形
に
近
い
棒
状
に
つ
く
る
も
の
、
窪
：
枠
木
の
腹
面
を
平
坦
に

　
し
て
断
面
が
蒲
鉾
形
を
塁
し
、
横
木
の
結
合
部
か
ら
両
端
に
向
か
っ
て
斜
め
に
削

　
込
む
も
の
、
皿
：
H
の
二
箇
所
の
結
合
部
間
に
浅
い
刎
形
を
い
れ
る
も
の
、
W
：

　
皿
の
形
態
を
と
る
が
、
両
端
の
側
面
形
を
刀
身
形
に
尖
ら
し
た
も
の
、
に
大
別
さ

　
れ
た
。
本
稿
の
［
a
b
］
は
m
類
と
、
［
a
b
c
］
は
W
類
と
同
義
に
な
る
。

⑮
第
｝
章
注
⑧
を
参
照
。

⑯
地
方
で
は
糸
枠
の
特
徴
に
大
き
な
時
期
差
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
図
1
2
で
は
七

　
世
紀
後
葉
か
ら
九
世
紀
に
属
す
資
料
を
ま
と
め
た
。

⑰
中
型
糸
枠
の
横
木
の
長
さ
は
出
現
期
か
ら
近
世
ま
で
八
～
＝
粛
に
集
中
し
、

　
一
貫
し
た
長
さ
を
保
つ
。

製
糸
具
の
柞
と
製
織
具
の
紹
か
け
と
が
出
土
す
る
場
合
、
製
糸
と
製
織
を
近
接
し
た
場
所
で
行
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
糸
を
つ
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く
り
、
紹
の
形
で
保
管
し
て
お
き
、
織
る
分
量
が
貯
ま
る
と
織
物
に
製
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
製
糸
か
ら
製
織
工
程
ま
で
を
一
貫
し
て

担
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
平
城
宮
・
京
や
静
岡
県
伊
場
遺
跡
群
で
は
、
紹
か
け
や
糸
枠
は
出
土
す
る
が
、
樟
は
出
土
し
な
い
。
大
量

の
木
製
品
が
出
土
し
た
条
件
の
下
で
、
紡
織
具
が
紹
か
け
や
糸
枠
な
ど
の
製
織
具
の
み
で
構
成
さ
れ
、
製
糸
具
の
搾
が
不
在
で
あ
る
場
合
、
製

織
の
場
と
製
糸
の
場
が
離
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、
柞
だ
け
で
な
く
紡
錘
車
も
不
在
で
あ
れ
ば
、
特
に
麻
な
ど
植
物
性
繊
維
の
製

糸
部
門
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
律
令
制
成
立
期
の
宮
都
や
地
方
官
衙
の
一
部
に
お
い
て
は
、
糸
を
紹
の
形
で
買
納

や
交
易
に
よ
っ
て
入
手
し
、
製
織
の
み
を
行
う
分
業
制
が
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
本
章
で
は
、
紹
か
け
と
糸
枠
の
分
析
結
果
を
元
に
、
宮
都
及
び
地
方
の
紡
織
体
制
を
分
業
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

平
城
宮
・
京
の
紡
織
体
制

　
宮
都
で
は
、
最
も
出
土
資
料
の
多
い
平
城
宮
・
京
．
の
紡
織
体
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
平
城
宮
・
京
で
は
、
現
時
点
で
製
織
具
の
糸
枠
が
六

〇
点
近
く
出
土
す
る
一
方
、
製
糸
具
の
柞
が
出
土
し
な
い
。
紡
織
具
に
お
け
る
柞
の
比
率
は
著
し
く
低
い
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
紡
錘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

車
の
出
土
例
は
極
め
て
少
数
に
と
ど
ま
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
城
宮
・
京
で
は
糸
を
生
産
し
た
と
し
て
も
ご
く
補
足
的
な
も
の
で
、
主
と
し
て

製
織
に
集
中
す
る
体
制
を
と
っ
た
。
仮
に
宮
都
に
製
糸
部
門
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
柞
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
麻
糸
の
生
産
が
あ
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
ま
た
、
絹
糸
に
つ
い
て
も
、
賦
役
令
で
は
正
調
の
一
品
目
に
「
糸
」
が
あ
げ
ら
れ
、
～
般
に
絹
糸
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
ら
、
そ
の
大
部
分
は
紹
の
形
で
諸
国
か
ら
集
積
し
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
織
物
の
材
料
と
す
る
大
量
の
糸
は
、
紹
の
形
で
京
外
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
さ
て
、
平
城
宮
・
京
に
お
い
て
製
織
具
の
糸
枠
・
紹
か
け
を
出
土
し
た
遺
構
は
、
そ
の
性
格
か
ら
①
平
城
宮
内
、
②
長
屋
王
家
関
係
、
③
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

条
大
路
関
係
の
遺
構
群
の
大
き
く
三
つ
の
群
に
分
け
ら
れ
る
（
表
2
）
。
①
～
③
で
平
城
宮
・
京
の
出
土
例
の
九
一
％
を
占
め
る
。
①
は
内
裏

北
外
郭
の
土
城
S
K
八
二
〇
、
東
院
西
辺
地
区
の
溝
S
D
九
六
四
八
な
ど
平
城
宮
内
の
遺
構
群
で
あ
る
。
②
・
③
は
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
・
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三
条
二
坊
の
遺
構
群
で
あ
る
。
左
京
三
条
二
坊
～
・
一
一
・
七
・
八
坪
で
は
A
～
G
期
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち
A
期
、
B
期
は
長
屋
王

聖
跡
で
あ
る
。
邸
宅
内
で
検
出
さ
れ
た
溝
状
土
坑
S
D
四
七
五
〇
、
井
戸
S
E
四
七
七
〇
な
ど
は
、
「
長
屋
王
木
簡
」
を
大
量
に
出
土
し
た
遺

構
で
も
あ
る
。
C
期
の
南
厳
粛
遺
構
S
D
五
皿
0
0
や
北
野
状
遺
構
S
D
五
三
〇
〇
は
、
二
条
大
路
の
側
溝
の
内
側
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
、

「
二
条
大
路
木
簡
」
の
出
土
遺
構
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

①
で
は
、
大
型
・
小
型
糸
枠
が
各
1
点
あ
る
が
、
主
体
と
な
る
の
は
中
型
糸
枠
［
a
b
円
］
・
［
a
b
c
円
］
で
あ
る
。
ま
た
、
紹
か
け
は

［
B
頂
］
で
あ
る
。
②
で
は
、
中
型
糸
枠
・
総

古代日本の紡織体制（東村）

平城宮・京における紹かけ・糸枠出土遺構表2

遺構区分 出土遺構 点数

内裏北外郭土壌SK820 6

内裏外郭東大溝SD2700 1

平城宮内 内裏外郭西大溝SD3715 3

東院西辺地区溝SD9648 1（1）

第一次大極殿院西北隅 1

左京一条三坊十五坪溝SD485 1

左京三条二坊八坪南北溝SD4750 5（1）

友京三二二坊八坪井戸SE4770 1

左京三条二酉七坪井戸SE4366＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　一　　＿　　＿　　曽　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　門

ｶ京三条二坊六坪導水路SDI525

　　1
黶@　鞠　　　幣　　　門　　　R

@　2

長麗王家関係

黶@　一　　一　　一　　ρ　　r　　P　　門　　轡　　葡　　”　　一　　艀

黶@　一　　一　　凹　　r　　一　　学　　噌　　m　　一　　幣　　一　　胴

��蝌H関係

黶@　r　　学　　学　　弾　　幣　　r　　停　　牌　　脚　　需　　吊　　湘

（左京三条）東二坊々間路西側溝SD4699顛　　皿　　｝　　腕　　＿　　＿　　一　　＿　　＿　　＿　　r　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　圏　　一　　一　　弊　　一

��蝌H甲南壕状遺構SD5100 @17

二条大路上北壕状遺構SD5300 1

二条大路北側溝SDO3”　　榊　　＿　　需　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　一　　＿　　r　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　　　一　　一　　一　　凹　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　弊

ｶ京二条二坊十三坪西側溝SD2750 @　1

（左京七条）東一坊大路西側溝SD6400 2

（右京九条一坊）九条大路北側溝SDOl 1

平城京域
右京八条一坊十王・十四坪井戸SE1880 1

西隆寺跡こヒ壌状遺構SXO33 1

）内は紹かけの出土数（

か
け
が
出
土
し
た
。
中
型
糸
枠
は
［
a
b

円
］
・
［
a
b
c
円
］
の
ニ
タ
イ
プ
が
あ
る
。
総

か
け
は
［
B
置
］
で
あ
る
。
③
で
は
中
型
糸
枠

が
主
体
を
占
め
、
［
a
b
円
］
・
［
a
b
c
円
］

の
ニ
タ
イ
プ
が
あ
る
。
ま
た
、
小
型
糸
枠
も
認

　
　
④

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
遺
構
群
と

も
宮
町
型
の
中
型
糸
枠
を
主
体
と
す
る
点
で
共

通
す
る
。
ま
た
、
二
つ
以
上
の
遺
構
群
か
ら
出

土
し
て
い
る
の
は
紹
か
け
［
B
皿
］
、
中
型
糸

枠
［
a
b
円
∵
［
a
b
c
円
］
、
小
型
糸
枠
で

あ
る
。
製
織
具
の
基
本
的
な
構
成
が
共
通
す
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
内
容
も
大
き
く
違
わ
囮

な
い
だ
ろ
う
。
紹
か
け
が
絹
に
適
し
た
B
類
で
　
6
5



あ
る
こ
と
か
ら
、
絹
織
物
を
生
産
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
律
令
制
下
で
は
、
大
蔵
省
の
織
部
司
は
錦
・
綾
・
羅
な
ど
の
高
級
織
物
を
織
り
、
諸
種
の
染
色
を
掌
っ
た
。
『
令
集
解
』
職
員
令
古
記
早
引

別
記
に
よ
る
と
、
生
産
者
は
深
部
と
し
て
、
錦
綾
織
一
一
〇
戸
、
呉
服
部
七
戸
、
川
内
国
広
絹
織
人
等
三
五
〇
戸
な
ど
が
配
さ
れ
、
一
部
は
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

央
の
織
部
司
に
上
番
し
て
製
織
に
従
事
し
た
。
織
部
司
の
よ
う
な
宮
内
工
房
の
所
有
し
た
用
具
が
廃
棄
さ
れ
た
の
が
①
で
あ
ろ
う
。
②
の
長
屋

王
邸
跡
で
は
大
量
に
出
土
し
た
木
簡
に
よ
り
、
邸
宅
内
で
様
々
な
手
工
業
生
産
を
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
織
物
生
産
に
関
し
て
は
、

「
染
司
」
、
「
染
女
」
な
ど
染
色
の
部
局
や
工
人
を
示
す
文
字
資
料
が
出
土
し
た
が
、
製
織
工
程
に
関
わ
る
文
字
資
料
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

八
世
紀
前
半
で
は
貴
族
は
家
政
機
関
に
独
自
の
織
工
を
抱
え
ず
、
国
家
が
王
了
す
る
生
産
体
制
に
依
存
し
た
と
す
る
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
、

長
諸
王
邸
で
も
製
織
具
を
所
有
し
た
こ
と
か
ら
、
紹
の
形
で
入
手
し
た
絹
糸
を
染
色
し
、
織
物
と
し
て
製
織
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
③

に
つ
い
て
は
七
二
九
年
の
「
長
屋
王
の
変
」
後
、
長
屋
王
邸
跡
地
に
光
明
皇
后
宮
が
営
ま
れ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
中
林
隆
之
は
、
正
倉
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

文
書
か
ら
皇
后
宮
職
の
検
討
を
行
い
、
光
明
皇
后
の
家
政
機
関
に
綾
を
織
る
た
め
の
官
司
「
綾
司
」
が
存
在
し
た
と
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

平
城
宮
・
京
で
は
宮
内
工
房
と
上
位
貴
族
の
邸
宅
内
で
絹
織
物
を
生
産
し
た
と
推
定
で
き
る
。
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二
　
地
方
の
紡
織
体
制

　
地
方
の
国
衙
工
房
に
お
け
る
高
級
絹
織
物
の
生
産
は
高
度
な
技
術
を
要
し
、
ま
た
在
地
で
の
需
要
が
な
か
っ
た
た
め
、
定
着
し
な
か
っ
た
と

　
　
⑧

さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
織
は
弥
生
・
古
墳
時
代
以
来
の
日
常
衣
料
を
織
成
す
る
技
術
の
一
環
を
成
し
て
い
た
。
前
章
で
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
、
地
方
で
出
土
す
る
総
か
け
・
糸
枠
は
、
宮
都
の
も
の
と
比
較
し
て
加
工
度
が
低
く
、
実
用
に
徹
す
る
も
の
が
多
い
。
中
で
も
糸
枠
は

加
工
に
画
一
性
が
み
ら
れ
な
い
鴨
宮
陽
型
が
主
体
と
な
る
。
紹
か
け
と
糸
枠
が
在
地
で
製
作
、
調
達
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
平
織
の
布
や
絹

の
生
産
が
在
地
に
根
づ
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。

　
七
世
紀
後
葉
以
降
、
紹
か
け
と
糸
枠
は
宮
盛
遺
跡
、
あ
る
い
は
歪
面
に
近
接
し
た
関
連
施
設
と
推
定
で
き
る
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
傾
向
が
あ



古代日本の紡織体制（東村）

表3　7～10世紀の棒・総かけ・糸枠出土遺跡一覧

遺　跡　名 時期（．世紀） 搾 紹かけ
中型糸枠／
蛹^糸枠

備　　　考『

奈良県 上之宮 6後半～7初頭 ○ 豪族の四川
滋賀県 阿比留 6後半～7初頭 A’W 拠点集落、渡来系集落
愛媛県 来住廃奪 6後葉～7初頭 ○ 集落

宮城県 尉王・宙川橋 6後半～7中葉 O A旺、工 拠点集落（後の多賀城薦面）

霧島県 根彫 71｝奪半一中葉 ○
豪族の藍田、後に磐城郡衙の郡霧の屠宅、館

滋賀県 穴太 7前葉～中葉 ○ A皿 ○ 渡来系集落
奈良県 坂細寺 7中葉 ab円
奈良県 伝飛鳥奪還宮 7中葉 ab円 飛鳥板蓋宮
奈良県 藤原京紀寺 7後葉 ○

奈良県 南郷下茶騰地蔵谷 7後葉一末葉 ab円 拠点集落
奈良県 藤原宮・京 7後葉～8初頭 a一円

7｝1篠一中葉 ○ 渠羅造屠館周辺
徳島県 観音寺 7後葉 abc円 遺方評衙

7末葉一8前半 ab円 阿波国府

長野県 崖代 7中葉～8前葉 ○ A， △／△
信濃国埴科郡術、郡司の贋
﨟A信濃翻府関連

香川県 下川津 7（一8龍半） B工
（b）方、（c）方／無 豪族の居宅、鵜足郡褥の繍

諡@関、津
埼玉県 北島 7 O 挺点集落
愛知県 志賀公署 7二葉一8初頭 AI 尾張国lll田郡衙？

6中葉～7中葉 ○ ○ 集落

静醗県
伊場（梶子・梶子
k・城山）

7後葉 B－1、B一田 遠江国原智評衙

7末葉～8 B工、B珪、
a一工・∬

abc　、ab…、　a
b　一

遠江懸敷冬撃墜響

奈良県 平城宮・京 8前葉一後葉 BI匪
abc円、蘇b円、　b
ラ~、a方／ab方

大阪府 細工谷 8中葉 abc円、　ab門 難波京域内専院「百済尼
宦v、工房

静岡県 御殿・二之宮 8 ab一 遠江農芸
静黙県 川合八反田 8 ○ ab… 駿河国阿倍郡衙？

酵「端唄 御子ケ谷 8（一9） ○ ab方、△ 駿河園志太郡徳の館、後に
S司の居宅

兵庫県 小犬丸 8 ab円 山陽道布勢駅家

京都府 芝山 8 bc円
官衙関連（由城国久．蝕郡衙
謔濶q約1km）

大阪府 大蔵爵 8後半 H、田
拠点集落（摂離島上上郡衙より北約lkm）

京都府 長岡京 8後葉 a判、（c）円
兵燦県 川耀 8宋葉一9前半 b円 第二次但馬国衙周辺
山口県 長渕銅山跡 8申葉一9 △ 窟行衛精錬所
三重県 杉垣内 8－9 ab万 拠点集落
島根県 タテチョウ 8～9 H 駅家？

秋田県 中谷地 8後半一9 ○ ／ab万、　b方 窟衙関連（出羽柵より北方）

兵庫県 害田南 8後聞卜9 田 播磨窪1明石郡衙、駅家
奈良県 布留 8後半一9 IV

新潟県 八幡林 9丁半（8末一
?０）

ab円、　ab方、　ab
ic＞円、△

越後国古志郡衙

長野県 榎田 9中葉一後葉 ／無方、△ 集落

佐賀県 下中杖 9中葉 ab方、無方 館、荘園関連
富由県 じょうべのま 9 △ 初期荘躍荘家
富山県 北高木 8末葉一9初頭 ○ 初期荘園荻家周辺

兵庫県 袴狭 9 ○ B一飯 abc円
但馬国出石郡衙、集落（水
c跡）

石川県 下節ナカシマ 9 ○ 簾賀匡1衙曹司ウ

静岡県 神明原・元宮川 9（一12） abc一、△
駿湾團有度郡衙関連、拠点
W落

秋図県 下田擶 9～10 △

滋賀県 服部 9後葉級0 ／ab方 拠点集落
静岡県 九反田 lo前半 B王 敷智郡辮関連？（溝型）
群馬県 元総社専田 1G ／ab方 上野1垂i府

滋賀県 正伝専南 10一 ／○ 集落

埼ヨ媒 お伊勢山 古代 ／○ 集落

棉島県 荒EB障条黒 古代 aも方 拠点集落、官衙関連（磐城
ﾅ闇より北西約1，5km）

【凡例】無はa、b、　cの加工がいずれもない。△は非宮’都型の横木を含む。一は欠損により不明
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る
（
表
3
）
。
こ
れ
は
紡
織
工
程
の
う
ち
、
整
経
作
業
は
宮
衙
に
付
属
す
る
工
房
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
、
布
や
絹
の
生
産
は
郡
司
な
ど
在

地
の
有
力
豪
族
が
請
け
負
っ
て
い
た
と
い
う
説
を
補
強
す
る
。
平
織
の
布
や
絹
は
、
調
や
庸
と
し
て
貢
納
す
る
場
合
、
令
で
織
機
と
長
さ
が
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
織
機
に
か
け
る
経
糸
を
整
経
す
る
に
は
、
従
来
と
は
別
の
方
法
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
令
の
規
定
に
対
応
し
た

布
や
絹
は
、
郡
衙
工
房
の
よ
う
な
管
理
の
行
き
届
く
場
所
で
こ
そ
よ
り
円
滑
に
生
産
さ
れ
た
だ
ろ
う
。

　
本
項
で
は
、
ま
ず
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
か
け
て
、
製
糸
と
製
織
の
両
部
門
に
お
い
て
新
た
な
紡
織
技
術
が
地
方
へ
拡
散
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
技
術
革
新
が
調
庸
制
下
の
官
衙
と
集
落
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
官
衙
（
特
に
郡
衙
）
を

拠
点
と
し
て
、
周
辺
集
落
を
取
り
込
ん
だ
紡
織
体
制
が
整
っ
て
い
た
と
推
定
す
る
。
そ
し
て
、
当
該
期
で
紡
織
具
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
遺

跡
を
事
例
と
し
て
、
地
方
に
お
け
る
製
糸
と
製
織
の
分
業
の
あ
り
方
と
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
（
一
）
紡
織
技
術
の
地
方
へ
の
拡
散

　
糸
枠
の
導
入
　
製
織
工
程
に
糸
枠
を
導
入
す
る
と
、
糸
の
巻
き
取
り
か
ら
整
経
ま
で
の
作
業
を
効
率
よ
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
糸
枠
に

巻
き
付
け
る
方
法
は
、
露
玉
に
す
る
方
法
よ
り
も
巻
き
取
り
に
費
や
す
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
。
ま
た
、
整
経
作
業
中
、
糸
玉
で
は
糸
を
引
き
出

す
と
糸
玉
自
体
が
回
転
す
る
の
に
対
し
て
、
糸
枠
は
安
定
す
る
た
め
、
糸
を
傷
め
る
こ
と
な
く
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
糸

枠
の
導
入
は
製
織
部
門
に
お
け
る
一
つ
の
技
術
革
新
と
い
え
る
。

　
糸
枠
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
五
世
紀
半
ば
か
ら
六
世
紀
の
出
現
期
で
は
畿
内
周
辺
に
限
り
分
布
す
る
が
、
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
に
な

る
と
、
四
国
・
東
海
・
中
部
地
方
に
分
布
域
を
広
げ
る
（
図
1
3
）
。
こ
の
時
期
に
地
方
で
糸
枠
を
出
土
す
る
例
は
、
官
衙
遺
跡
、
あ
る
い
は
官

衙
に
近
接
す
る
関
連
施
設
と
推
定
で
き
る
遺
跡
が
大
部
分
で
あ
る
。
一
方
、
集
落
遺
跡
か
ら
糸
枠
が
出
土
す
る
例
は
九
世
紀
以
降
に
片
寄
る
こ

と
か
ら
、
集
落
で
の
使
用
は
遅
れ
る
だ
ろ
う
（
表
3
）
。
し
た
が
っ
て
、
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
の
地
方
諸
国
で
は
、
富
衙
を
拠
点
と
し
て

糸
枠
を
導
入
し
、
製
織
技
術
の
向
上
や
作
業
の
能
率
化
を
計
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
鉄
製
紡
錘
車
の
受
容
　
製
糸
部
門
の
う
ち
麻
糸
の
生
産
に
つ
い
て
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
東
日
本
へ
分
布
域
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を
広
げ
る
鉄
製
紡
錘
車
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
東
日
本
に
お
け
る
研
究
が
進
展
し
、
鉄
製
紡
錘
車
の
普
及
や
そ
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
。
特
に
、
紡
軸
に
糸
の
付
着
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
が
麻
な
ど
の
植
物
性
繊
維
で
あ
る
こ
と
、
鉄
製
紡
錘
車
の
分
布
が
『
延
喜
式
』
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

計
式
に
み
ら
れ
る
布
の
貢
納
国
と
一
致
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
鉄
製
紡
錘
車
は
六
世
紀
代
に
出
現
し
、
ま
ず
西
日
本
を
中
心
に
流
通
す
る
。
さ
ら
に
、
七
世
紀
前
葉
か
ら
中
葉
に
は
、
紡
錘
車
の
法
難
に
画

　
　
　
　
⑬

一
化
が
進
む
。
鉄
製
紡
錘
車
が
東
日
本
へ
広
が
る
の
は
、
規
格
化
し
た
鉄
製
紡
錘
車
が
畿
内
と
そ
の
西
側
に
流
通
す
る
段
階
を
踏
ん
で
か
ら
で

あ
り
、
従
来
か
ら
あ
る
石
製
や
土
製
の
紡
錘
車
に
加
え
て
、
鉄
製
紡
錘
車
を
使
用
す
る
こ
と
は
製
糸
部
門
に
お
け
る
一
つ
の
画
期
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
～
地
域
内
に
お
け
る
鉄
製
紡
錘
車
の
受
け
入
れ
状
況
を
確
認
す
る
と
、
関
東
地
方
で
は
八
世
紀
に
入
り
開
発
が
進
み
、
大
き
く
拡
大
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
集
落
で
鉄
製
紡
錘
車
の
保
有
率
が
高
い
。
中
で
も
相
模
国
腹
で
は
、
八
世
紀
に
お
い
て
国
府
推
定
地
と
さ
れ
る
神
奈
川
県
四
之
宮
遺
跡
の
周

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

北
部
に
鉄
製
紡
錘
車
の
出
土
例
が
集
中
す
る
。
ま
た
、
豪
族
居
宅
と
さ
れ
る
建
物
の
周
囲
を
取
り
巻
く
竪
穴
住
居
跡
か
ら
の
出
土
例
や
、
東
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

地
方
で
は
城
柵
内
の
集
落
跡
か
ら
の
出
土
例
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
る
と
、
鉄
製
紡
錘
車
は
ま
ず
、
官
衙
や
有
力
豪
族

の
居
宅
の
周
辺
に
位
置
す
る
集
落
、
八
世
紀
に
新
た
に
開
発
さ
れ
た
集
落
に
受
容
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
集
落
に
お
け
る
麻
糸
の
生
産
は
、
地

方
官
衙
や
有
力
豪
族
の
居
宅
に
生
産
拠
点
を
お
い
た
紡
織
体
制
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
、
地
方
諸
国
で
は
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
新
技
術
の
導
入
が
進
め
ら
れ
、
宮
衙
や
在
地
の
有
力
豪
族
の
居
宅
を
生
産
拠
点

と
し
て
製
織
部
門
を
管
理
し
、
周
辺
集
落
の
製
糸
部
門
を
取
り
込
ん
だ
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
調
や
庸
と
し
て
貢
納
す
る

布
や
絹
の
生
産
は
、
こ
の
よ
う
な
紡
織
体
制
の
下
で
促
進
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
二
）
生
産
の
仕
組
み
（
図
1
4
）

　
律
令
制
成
立
期
の
在
地
社
会
の
紡
織
体
制
は
、
製
織
と
製
糸
の
分
業
の
あ
り
方
の
相
違
に
着
目
す
る
と
、
紡
織
具
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た

遺
跡
を
典
型
と
し
て
二
つ
に
大
別
で
き
る
。

　
伊
場
遣
跡
型
　
静
岡
県
伊
場
遺
跡
で
は
、
大
溝
の
各
層
か
ら
桿
・
紹
か
け
・
糸
枠
が
多
数
出
土
し
た
。
大
溝
は
第
壁
面
か
ら
第
V
層
ま
で
分
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層
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
年
代
が
比
定
さ
れ
た
。
第
鴨
層
（
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
中
葉
）
か
ら
第
W
層
（
六
世
紀
申
葉
か
ら
七
世
紀
中
葉
）
で
は
、
棟

と
紹
か
け
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
第
皿
a
層
（
七
世
紀
中
葉
）
で
は
、
機
織
部
材
が
一
点
出
土
し
た
。
さ
ら
に
、
第
V
層
で
は
、
紹
か
け
・
糸

枠
・
織
機
部
材
が
・
特
に
第
v
四
層
（
七
世
紀
後
半
）
と
第
v
三
層
（
七
二
堅
人
世
紀
前
半
）
を
中
心
に
出
土
し
た
・
伊
場
遺
跡
群
群
働
で
み

る
と
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
お
い
て
紹
か
け
と
糸
枠
が
合
計
＝
ハ
点
出
土
す
る
一
方
、
柞
は
確
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
紡
錘
車
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
も
古
墳
時
代
の
出
土
例
に
留
ま
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
伊
場
遺
跡
群
で
は
遅
く
と
も
七
世
紀
後
葉
以
降
、
紹
か
け
・
糸
枠
・
織
機
部
材
の

製
織
具
を
主
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
表
3
）
。

　
糸
枠
は
す
べ
て
中
型
で
［
a
b
方
］
な
ど
の
非
蛙
軍
型
が
多
い
が
、
宮
都
型
も
一
点
存
在
す
る
。
紹
か
け
は
1
類
が
二
点
、
H
類
が
四
点
、

頂
類
が
～
点
と
、
加
工
度
の
低
い
一
・
1
類
が
多
い
。
ま
た
、
B
類
が
あ
り
、
絹
の
製
織
を
行
っ
た
こ
と
を
傍
証
す
る
。
さ
ら
に
、
生
産
内
容

を
推
測
す
る
有
効
な
資
料
と
し
て
織
機
部
材
が
あ
る
。
向
坂
鋼
二
は
伊
場
遺
跡
出
土
の
織
機
部
材
を
、
管
大
弁
や
箴
を
備
え
た
地
機
構
造
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

型
織
機
と
し
て
復
元
し
た
。
出
土
し
た
織
機
部
材
に
は
、
機
に
か
け
ら
れ
た
経
糸
の
痕
跡
が
残
る
。
そ
の
痕
跡
の
密
度
は
二
通
り
あ
り
、
平
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
布
と
絹
を
織
成
し
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
伊
場
遺
跡
群
で
は
、
五
世
紀
後
半
か
ら
集
落
が
営
ま
れ
た
が
、
そ
の
規
模
は
大
き
く
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
七
世
紀
後
葉
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
遠
江
国
母
智
評
衙
・
郡
衙
が
造
営
さ
れ
、
～
帯
に
駅
家
や
厨
家
、
借
倉
な
ど
関
連
す
る
施

設
が
付
属
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
評
翻
・
郡
制
の
成
立
と
と
も
に
五
趣
・
郡
衙
に
付
属
し
た
工
房
で
調
や
庸
と
な
る
平
織
の
布
や
絹
の
製
織
工

程
を
分
担
す
る
体
綱
が
整
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
織
物
の
材
料
と
な
る
糸
は
ど
こ
か
ら
調
達
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
周
辺
の
集
落
遺
跡
を
概
観
す

る
。
伊
場
遺
跡
群
か
ら
綜
覧
㎞
北
上
し
た
三
方
原
台
地
の
東
端
部
に
位
置
す
る
下
滝
遺
跡
は
、
七
世
紀
中
葉
頃
に
竪
穴
住
居
群
が
形
成
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

八
世
紀
中
葉
に
は
規
模
が
拡
大
す
る
。
竪
穴
住
居
か
ら
は
鉄
製
紡
錘
車
五
点
、
土
製
紡
錘
車
四
点
、
石
製
紡
錘
車
一
点
が
出
土
し
た
。
遠
江
四

域
で
八
世
紀
に
属
す
鉄
製
紡
錘
車
は
、
下
滝
遺
跡
例
の
他
に
西
畑
谷
遺
跡
例
の
一
点
が
あ
る
。
西
畑
谷
遺
跡
も
ま
た
、
西
に
三
方
原
台
地
を
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

む
平
野
部
に
位
置
し
、
伊
場
遺
跡
群
か
ら
近
距
離
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
集
落
に
お
け
る
鉄
製
紡
錘
車
の
受
容
は
、
集
落
の
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⑬

製
糸
部
門
が
官
衙
を
中
心
と
し
た
紡
織
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
織
物
の
材
料
と
な
る
糸
は
、
麻
糸
の
場
合
、
紹

の
形
で
郡
域
の
各
集
落
か
ら
集
積
し
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
調
や
庸
と
も
な
る
平
織
の
布
や
絹
の
生
産
に
お
い
て
、
製
糸
は
郡
域

の
各
集
落
で
行
い
、
製
織
は
郡
衙
に
付
属
す
る
工
房
で
集
中
し
て
行
う
分
業
制
を
伊
場
遺
跡
型
と
す
る
。

　
伊
場
遺
跡
型
の
類
例
と
し
て
、
時
期
は
下
る
が
兵
庫
県
営
狭
遺
跡
を
挙
げ
る
。
袴
狭
川
上
流
域
の
内
田
一
区
で
は
九
世
紀
代
の
掘
立
柱
建
物

群
が
検
出
さ
れ
、
雨
落
ち
溝
か
ら
糸
枠
が
三
点
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
加
工
度
の
高
い
宮
田
型
で
あ
る
。
地
方
の
智
恵
は
男
宮
沓
型
が
主
体
を

占
め
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
宮
都
型
の
添
木
の
存
在
は
工
房
の
性
格
を
考
え
る
手
が
か
り
と
も
な
ろ
う
。
掘
立
柱
建
物
置
は
、
出
土
し
た
木

簡
か
ら
但
馬
国
出
石
郡
衙
の
一
部
と
し
て
機
能
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
約
三
〇
〇
m
下
流
域
の
国
分
寺
二
区
で
は
第
一
水
田
面
よ

り
柞
が
～
点
出
土
し
た
。
下
流
域
は
上
流
域
に
比
べ
て
田
下
駄
な
ど
の
農
具
が
多
く
、
逆
に
斎
串
な
ど
の
祭
祀
具
が
少
な
い
と
さ
れ
る
た
め
、

下
流
域
は
郡
衙
が
立
地
す
る
範
囲
の
外
で
集
落
域
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
袴
狭
遺
跡
に
お
い
て
も
製
織
と
製
糸
の
分
業
が

想
定
さ
れ
る
。
伊
場
遺
跡
型
の
類
例
は
豊
富
な
資
料
数
に
恵
ま
れ
、
周
辺
域
に
も
面
的
な
調
査
が
及
ば
な
い
限
り
、
抽
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

現
段
階
で
は
仮
説
に
留
ま
る
も
の
の
、
分
業
制
を
と
る
伊
場
遺
跡
型
は
郡
衙
遺
構
の
検
出
例
が
増
加
す
る
七
世
紀
後
葉
に
は
各
地
で
成
立
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
伊
場
遺
跡
型
が
ど
の
程
度
に
認
め
ら
れ
る
か
は
、
今
後
実
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
製
糸
と
製
織
の
分
業
は
、
生
産
を
効
率
化
す
る
。
民
俗
事
例
に
よ
る
と
、
麻
を
素
材
と
す
る
織
物
の
場
合
、
麻
の
栽
培
か
ら
織
成
ま
で
の
全

体
に
要
す
る
商
調
の
う
ち
、
製
糸
工
程
の
「
苧
績
み
」
が
実
に
七
～
八
割
を
占
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
製
織
作
業
は
短
期
間
で
少
数
の
人
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
よ
っ
て
集
約
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
織
物
一
反
分
の
麻
糸
を
績
み
、
紡
ぐ
に
は
、
一
反
の
織
物
を
織
り
成
す
よ
り
も
多
大
な
労
働
力
を

必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
規
格
化
さ
れ
た
織
物
を
安
定
し
て
生
産
す
る
必
要
が
あ
る
調
庸
制
下
に
お
い
て
、
各
集
落
か
ら
糸
を
大
量
に
集

積
し
、
郡
衙
に
付
属
す
る
限
ら
れ
た
工
房
で
織
成
す
る
伊
場
遺
跡
型
は
合
理
的
な
体
制
と
評
価
で
き
る
。

　
屋
代
遺
跡
型
　
長
野
県
屋
代
遺
跡
で
は
、
七
世
紀
後
半
に
庇
付
建
物
S
T
四
二
〇
一
を
中
心
と
す
る
掘
立
柱
建
物
群
が
成
立
す
る
。
屋
代
遺

跡
は
出
土
し
た
原
話
木
簡
な
ど
か
ら
、
周
辺
に
埴
科
郡
衙
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
S
T
四
二
〇
一
建
物
群
は
郡
司
の
居
宅
と
も
さ
れ
る
。
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非本拠地

官衙域

　　　集落

／馳

製織

「織物」　　　　　　集落

　　　　輸⑭

コロココココりじ　

1中央の技術、♪

　集落

‘製糸、罫纏

1伊場遺跡型］

　　　図14律令制成立期の地方における紡織体制

有力豪族の本拠地
　　（官衙域）

製織　　　製糸
　　　　k，一
　　　　i　「認」職物」

［屋代遺跡型］

「素材」？

中央の技術

建
物
群
の
北
側
で
検
出
さ
れ
た
七
世
紀
中
葉
か
ら
八
世
紀
前
葉
の
自
然
流
路
、
湧
水
溝
の
堆
積
土
中
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

柞
・
紹
か
け
・
糸
枠
が
出
土
し
た
。
糸
枠
は
中
型
で
非
宮
都
型
の
横
木
が
あ
る
。
ま
た
、
掘
立
柱
建
巨
群
の

北
西
に
は
竪
穴
住
居
群
が
隣
接
す
る
。
こ
の
う
ち
七
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
の
竪
穴
住
居
跡
S
B
五
〇
九
〇
か

ら
土
製
紡
錘
車
二
点
、
石
製
紡
錘
車
二
点
、
七
世
紀
末
葉
か
ら
八
世
紀
前
葉
の
竪
穴
住
居
跡
S
B
六
〇
五
三

か
ら
土
製
紡
錘
車
三
点
が
出
土
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
屋
代
遺
跡
で
は
伊
場
遺
跡
型
と
は
異
な
り
、
製
糸
と
製
織
の
各
工
程
を
近
接
し
た
場

所
で
営
む
生
産
体
制
が
復
元
で
き
る
。
紡
錘
車
や
柞
の
出
土
か
ら
麻
な
ど
の
製
糸
を
行
い
、
人
物
名
に
続
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
「
布
手
」
と
記
す
木
簡
の
出
土
か
ら
布
の
製
織
を
行
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
生
産
効

率
を
考
慮
す
る
と
、
織
物
に
必
要
と
す
る
分
の
全
て
の
糸
を
用
意
す
る
に
は
、
製
糸
部
門
の
一
部
を
周
辺
の

集
落
に
依
存
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
屋
代
遺
跡
で
は
七
世
紀
中
葉
か
ら
製
糸
と
製
織
を

一
連
の
工
程
で
行
い
、
八
世
紀
に
入
っ
て
も
な
お
製
糸
部
門
を
切
り
離
さ
な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
重
視
で

き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
郡
衙
あ
る
い
は
郡
司
な
ど
在
地
の
有
力
豪
族
の
居
宅
で
製
糸
か
ら
製
織
工
程
ま
で
を

一
貫
し
て
担
う
体
制
を
屋
代
遺
跡
型
と
す
る
。

　
屋
代
遺
跡
型
の
類
例
と
し
て
、
香
川
県
下
川
津
遺
跡
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
低
地
帯
流
路
二
よ
り
中

型
糸
枠
［
（
c
）
方
］
、
大
型
糸
枠
［
無
方
］
（
図
1
1
）
、
紹
か
け
［
B
工
］
が
出
土
し
た
。
遺
物
の
年
代
は
七

世
紀
代
を
中
心
と
し
、
八
世
紀
前
半
ま
で
下
る
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
残
存
長
四
五
㎝
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

九
㎝
を
計
る
算
木
部
材
二
点
が
出
土
し
た
。
枠
木
部
材
は
端
部
が
欠
損
す
る
も
の
の
、
断
面
は
凸
方
向
に
長

い
山
形
を
呈
す
る
。
そ
の
法
量
や
加
工
の
特
徴
か
ら
、
受
章
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
二
陣
と
は
、
繭
か
ら
糸

繰
枠
に
繰
っ
た
蚕
糸
を
、
糸
同
士
の
膠
着
を
防
ぐ
た
め
に
乾
燥
さ
せ
て
、
且
つ
紹
の
形
に
す
る
た
め
に
巻
き
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返
す
大
き
な
枠
の
こ
と
で
あ
る
。
揚
枠
は
民
具
資
料
で
は
広
く
知
ら
れ
る
が
、
考
古
資
料
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
類
例
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
下
川
津
遺
跡
で
は
紡
錘
車
や
棟
が
な
く
、
麻
糸
の
生
産
は
確
認
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
紹
か
け
B
類
・
大
型
糸
枠
・
揚

玉
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
絹
の
製
糸
と
製
織
を
～
貫
し
て
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
木
製
品
が
出
土
し
た
低
地
帯
の
心
高
地
上
に
は
、
七
世

紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
L
字
ま
た
は
ロ
字
形
に
大
型
建
物
群
が
配
置
さ
れ
る
。
七
世
紀
末
葉
か
ら
八
世
紀
中
葉
に
は
、
新
た
に
区
画
施
設
を
伴
う

大
型
建
物
群
が
東
西
に
並
列
す
る
。
前
者
で
は
、
有
力
豪
族
の
居
宅
、
後
者
で
は
津
な
ど
の
機
能
を
も
つ
官
衙
の
出
先
施
設
と
も
さ
れ
る
。
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

代
遺
跡
型
の
類
例
と
し
て
、
他
に
静
岡
県
御
子
ヶ
谷
遺
跡
、
静
岡
県
川
合
八
反
田
遺
跡
が
挙
が
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ま
た
、
有
力
な
集
落
で
も
日
常
衣
料
以
外
の
調
や
庸
と
な
る
布
や
絹
の
製
織
を
行
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
た
だ
し
、
律
令
期
の
集
落
遺

跡
で
は
木
製
晶
の
出
土
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
事
実
の
確
認
は
困
難
が
伴
う
。
ま
た
、
布
勢
駅
家
と
比
定
さ
れ
る
兵
庫
県
小
犬
丸
遣
跡
で
も
糸

枠
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
駅
家
の
雑
舎
の
一
角
で
製
織
を
行
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
に
お
け
る
紡
織
体
制
に
は
多
様
な

あ
り
方
が
想
定
さ
れ
る
が
、
郡
衙
や
在
地
の
有
力
豪
族
の
居
宅
を
生
産
拠
点
と
し
た
紡
織
体
制
で
は
、
成
立
当
初
か
ら
完
全
な
分
業
制
を
と
る

伊
場
遺
跡
型
と
分
業
制
は
徹
底
さ
れ
な
い
屋
代
遺
跡
型
の
大
き
く
二
類
型
が
認
め
ら
れ
る
。
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①
内
裏
北
外
郭
の
土
櫨
S
K
八
二
〇
よ
り
木
製
紡
錘
軍
（
［
繁
文
研
【
九
七
六
嗣

　
P
L
六
七
…
四
五
）
、
平
城
宮
W
期
御
在
所
後
帯
S
B
四
七
〇
四
の
枯
掘
形
よ
り

　
鉄
製
紡
錘
車
が
出
土
し
た
（
本
文
研
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
X
皿
』
　
～
九
九
〇

　
年
、
P
L
＝
一
一
五
）
。

②
大
型
糸
枠
を
絹
の
製
糸
に
使
書
し
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、
糸
枠
全
体
に
占
め

　
る
割
合
が
極
端
に
低
く
、
仮
に
行
わ
れ
た
と
し
て
も
小
規
模
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

③
長
屋
王
邸
跡
に
南
接
し
た
左
京
三
条
二
坊
六
坪
の
庭
園
遺
構
で
あ
る
導
水
路
S

　
D
【
五
二
五
と
長
屋
王
の
別
邸
、
佐
保
楼
に
比
定
さ
れ
る
左
京
一
条
三
坊
一
五
坪

　
の
溝
S
D
四
八
五
を
含
め
て
い
る
。

④
　
第
二
全
量
⑬
を
参
照
。

⑤
『
令
集
解
睡
職
員
令
織
部
司
条
、
古
記
所
帯
別
記
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
睡
）
。

⑥
西
野
悠
紀
子
漏
長
屋
王
家
木
簡
撫
と
女
性
労
働
」
『
日
本
古
代
国
家
の
展
開
臨

　
下
、
思
文
闇
、
一
九
九
五
年
、
櫛
木
謙
周
「
首
都
に
お
け
る
手
工
業
の
展
開
漏

　
『
富
営
工
房
研
究
会
会
報
』
五
、
～
九
九
七
年
な
ど
。

⑦
中
林
隆
之
「
律
令
制
下
の
皇
后
富
者
」
上
・
下
『
新
潟
史
学
』
三
一
・
三
二
、

　
一
九
九
三
・
九
四
年
。

⑧
は
じ
め
に
注
②
石
像
斧
正
文
献
、
浅
香
年
木
文
献
、
栄
原
永
遠
男
文
献
な
ど
。

⑨
調
庸
で
規
定
し
た
布
や
絹
の
織
幅
は
、
弥
生
・
古
墳
時
代
以
来
の
日
常
衣
料
に
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用
い
た
四
幅
よ
り
も
広
い
。
在
地
で
は
従
来
か
ら
普
及
し
て
い
る
織
機
で
は
生
産

　
に
対
応
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
こ
と
が
郡
司
等
に
よ
る
請
負
説
の
根
拠
と
も
な
つ

　
た
。
し
か
し
、
対
応
を
迫
ら
れ
た
の
は
織
機
の
み
に
限
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

　
ば
、
整
経
作
業
で
は
調
庸
制
に
規
定
さ
れ
た
布
や
絹
の
織
幅
に
従
う
た
め
に
、
経

　
糸
の
本
数
を
決
め
、
規
定
の
長
さ
に
従
う
た
め
に
整
経
台
の
大
き
さ
を
調
整
す
る

　
必
要
が
あ
る
。

⑩
古
庄
浩
明
「
鉄
製
紡
錘
車
の
研
究
…
東
日
本
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
一
」

　
『
國
學
院
大
學
考
古
学
資
料
館
紀
要
』
第
八
号
、
一
九
九
二
年
。

⑪
堀
田
孝
博
「
古
代
に
お
け
る
鉄
製
紡
錘
車
普
及
の
意
義
に
つ
い
て
一
神
奈
川

　
県
下
出
土
資
料
を
中
心
と
し
て
…
」
噸
神
奈
川
考
古
』
三
五
号
、
一
九
九
九
年
。

⑫
松
田
真
一
「
鉄
製
紡
錘
車
と
そ
の
出
土
遺
跡
轟
轟
宇
陀
・
置
月
古
墳
群
腕
奈
良

　
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
三
〇
掃
、
一
九
七
五
年
。

⑬
　
東
村
純
子
「
東
山
＝
号
墳
出
土
の
鉄
製
紡
錘
車
扁
噸
東
山
古
墳
群
豆
㎞
申
町

　
文
化
財
報
告
二
五
、
京
都
府
立
大
学
考
古
学
研
究
室
編
、
二
〇
〇
一
年
。

⑭
滝
澤
亮
「
古
代
東
国
に
お
け
る
鉄
製
紡
錘
車
の
研
究
…
東
海
道
諸
国
の
集
落

　
例
を
中
心
と
し
て
一
」
『
物
質
文
化
翫
四
四
、
一
九
八
五
年
。

⑮
前
掲
注
⑪
堀
田
孝
博
文
献
。

⑯
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

⑰
西
に
隣
接
す
る
城
山
遺
跡
、
北
西
に
位
置
す
る
梶
子
遺
跡
・
梶
子
北
遺
跡
は
、

　
律
令
期
を
通
し
て
～
続
き
に
関
連
す
る
遺
跡
と
認
め
ら
れ
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の

　
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
紡
織
具
を
ま
と
め
て
取
り
上
げ
る
。

⑱
八
世
紀
代
の
骨
角
製
紡
錘
車
と
し
て
四
点
の
資
料
が
報
告
さ
れ
た
が
（
〔
浜
松

　
市
教
委
一
九
九
七
〕
　
一
八
一
一
二
～
頁
）
、
重
詰
が
二
・
七
一
五
・
三
9
と
軽

　
く
、
実
用
の
紡
錘
車
と
し
て
の
使
用
は
認
め
に
く
い
。

⑲
は
じ
め
に
注
⑤
向
坂
鋼
二
文
献
。

⑳
全
長
七
五
㎝
を
計
り
、
長
さ
六
四
・
六
㎝
間
に
平
均
二
四
本
／
㎝
の
糸
痕
跡
を

　
も
つ
箴
枠
で
は
、
森
明
彦
の
指
摘
通
り
、
二
尺
四
寸
幅
の
調
庸
布
は
織
成
で
き
な

　
い
。
む
し
ろ
、
長
目
一
羽
に
二
本
の
経
糸
を
通
す
な
ら
ば
、
～
㎝
あ
た
り
五
〇
本

　
近
く
の
密
度
の
織
物
、
す
な
わ
ち
幅
二
尺
二
寸
（
約
六
五
・
三
㎝
）
の
調
絹
維
を

　
織
成
し
た
と
考
え
て
よ
い
（
は
じ
め
に
注
③
森
明
彦
文
献
）
。
ま
た
、
全
長
は
不

　
明
で
あ
る
が
、
約
　
○
本
／
㎝
の
糸
痕
跡
を
も
つ
部
材
も
出
土
し
て
お
り
、
麻
な

　
ど
の
植
物
性
繊
維
を
素
材
と
し
た
織
物
を
織
成
し
た
こ
と
を
示
す
。
出
土
し
た
総

　
か
け
の
中
で
も
、
梶
子
①
（
図
6
）
は
本
来
、
麻
に
適
し
た
A
と
な
る
可
能
性
が

　
高
い
。

⑳
（
財
）
浜
松
市
文
化
財
協
会
『
下
滝
遺
跡
群
』
一
九
九
七
年
他
。
た
だ
し
、
当

　
地
が
敷
智
郡
、
長
上
郡
、
麗
玉
郡
の
い
ず
れ
に
属
し
た
か
は
諸
説
あ
る
。
鉄
製
紡

　
錘
車
は
七
世
紀
中
葉
か
ら
八
世
紀
前
葉
の
竪
穴
住
居
跡
C
8
・
S
B
O
4
、
E

　
7
・
S
B
O
1
か
ら
の
出
土
例
二
点
が
初
雷
で
あ
る
。

⑫
　
　
（
財
）
浜
松
市
文
化
協
会
『
西
畑
谷
遺
跡
嚇
一
九
九
九
年
。

⑳
）
絹
糸
生
産
に
つ
い
て
は
養
蚕
が
集
落
で
ど
の
程
度
行
わ
れ
た
か
が
問
題
と
な
る
。

　
養
蚕
は
農
業
を
制
約
す
る
と
い
う
見
解
が
参
考
と
な
る
が
（
原
島
礼
一
一
「
八
世
紀

　
に
お
け
る
維
布
生
産
の
技
術
史
的
考
察
」
『
続
日
本
紀
研
究
匝
第
～
二
五
号
、
一

　
九
六
四
年
）
、
養
蚕
に
関
わ
る
遺
物
の
抽
出
は
現
段
階
で
は
難
し
く
、
絹
糸
生
産

　
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

⑳
）
越
後
縮
で
は
麻
の
栽
培
か
ら
織
成
ま
で
を
一
年
の
周
期
で
営
む
。
～
冬
か
、
　

　
年
掛
か
り
で
苧
績
み
を
し
、
一
・
二
反
分
の
苧
紹
を
つ
く
る
。
苧
紹
を
残
雪
に
晒

　
し
た
後
、
半
月
か
ら
一
ヶ
月
ほ
ど
で
織
り
上
げ
る
。
家
族
の
中
で
は
老
人
や
子
供

　
が
積
ん
だ
分
の
苧
紹
も
ま
と
め
て
、
壮
年
者
が
一
人
で
織
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

　
苧
紹
の
余
剰
分
は
売
り
に
出
す
。
（
十
日
町
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
明
越
後
縮
の

　
生
産
を
め
ぐ
る
生
活
誌
隔
十
日
町
市
郷
土
資
料
双
書
八
、
一
九
九
八
年
）
。

⑮
　
他
に
大
型
に
属
す
横
木
が
1
点
出
土
し
た
が
、
潭
み
が
○
・
四
㎝
と
薄
い
た
め

　
実
用
品
と
し
て
認
め
が
た
い
。

⑱
　
長
野
県
屋
代
遣
米
群
出
土
木
簡
　
第
一
〇
号
。
「
布
手
」
の
下
に
合
点
が
付
さ

　
れ
る
こ
と
か
ら
、
麻
の
織
り
手
を
管
理
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
〔
長
野
県
埋
文
セ
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他
一
九
九
⊥
ハ
〕
）
。

⑳
　
〔
（
財
）
香
川
県
埋
文
博
他
一
九
九
〇
〕
二
四
一
頁
第
一
八
二
図
1
一
・
二
。

⑳
）
直
径
が
約
一
四
～
一
〇
㎝
で
中
央
に
孔
を
も
つ
木
製
の
円
板
二
点
が
口
輪
と
し

　
て
報
告
さ
れ
た
（
〔
（
財
）
香
川
県
埋
文
セ
他
一
九
九
〇
〕
第
～
八
四
図
）
。
し
か
し
、

　
管
見
に
よ
れ
ば
紡
軸
が
残
存
す
る
木
製
紡
錘
車
は
、
趨
径
が
約
五
～
六
㎝
に
収
ま

　
る
こ
と
か
ら
、
下
川
津
遺
跡
例
は
用
途
が
異
な
る
も
の
だ
ろ
う
。

⑳
　
八
世
紀
前
半
～
九
琶
紀
に
微
高
地
上
に
掘
立
柱
建
超
群
が
営
ま
れ
、
南
側
の
低

　
湿
地
か
ら
搾
と
非
宮
都
型
の
糸
枠
が
出
土
し
た
。
田
中
広
明
は
八
世
紀
中
葉
以
降

　
で
は
、
豪
族
の
居
宅
が
製
糸
工
程
を
抱
え
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
田
中
広
明

　
「
古
代
東
国
と
豪
族
の
家
」
『
研
究
紀
要
』
～
七
号
、
（
財
）
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財

　
調
査
事
業
団
、
二
〇
〇
二
年
）
。
御
子
ヶ
谷
遣
書
例
は
豪
族
の
家
政
機
関
に
お
け

　
る
紡
織
活
動
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

⑳
向
坂
鋼
二
は
山
形
県
嶋
落
雷
で
出
土
し
た
全
長
八
六
・
五
㎝
の
織
機
部
材
に
注

　
目
し
、
有
力
集
落
で
の
製
織
を
推
定
し
た
（
は
じ
め
に
注
⑤
向
坂
鋼
二
文
献
）
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
七
世
紀
後
葉
以
降
に
宮
都
や
地
方
の
宮
衙
遺
跡
か
ら
多
く
出
土
す
る
紹
か
け
・
糸
枠
に
つ
い
て
、
機
能
上
必
要
な
加
工
と
装
飾

を
目
的
と
し
た
加
工
を
識
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
形
態
上
の
特
徴
を
整
理
し
た
。
そ
し
て
、
学
都
や
地
方
官
衙
、
集
落
に
お
け
る
製
糸
と
製
織
の
分

業
の
あ
り
方
を
樟
・
紹
か
け
・
糸
枠
の
組
成
か
ら
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
平
城
宮
・
京
や
地
方
の
郡
衙
で
は
製
糸
は
行
わ
ず
、
製
織
を
行
う
体
制

が
認
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
伊
場
遺
跡
型
は
立
地
上
、
有
力
豪
族
の
非
本
拠
地
に
郡
衙
が
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
申
央
の
政
策
を
受
け
や
す
く
、
分
業
制
が
円
滑
に
進
ん

だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
伊
場
遺
跡
型
が
国
衙
工
房
も
含
め
た
律
令
制
成
立
期
の
地
方
官
衙
に
ど
の
程
度
一
般
化
で
き
る
か
は
、
今
後
の
資
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

増
加
を
待
っ
て
論
証
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
屋
代
遺
跡
型
は
、
在
地
の
有
力
豪
族
の
本
拠
地
に
立
地
す
る
傾
向
が
あ
り
、
七
世
紀
後
葉
以
降

に
新
た
に
糸
枠
を
導
入
し
つ
つ
も
、
分
業
制
は
徹
底
さ
れ
な
い
。
屋
代
遺
跡
型
を
律
令
制
成
立
過
渡
期
の
生
産
の
あ
り
方
を
引
き
継
ぐ
体
制
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
れ
ば
、
七
世
紀
中
葉
に
お
い
て
調
謡
言
の
原
形
が
成
立
す
る
素
地
と
し
て
評
価
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
今
後
、
律
令
制
成
立
期
の
紡
織
体
制

が
ど
の
よ
う
な
歴
史
過
程
を
経
て
整
え
ら
れ
た
の
か
、
考
察
を
進
め
た
い
。

　
糸
を
揃
え
、
糸
か
ら
織
物
と
す
る
ま
で
の
各
工
程
で
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
標
・
総
か
け
・
糸
枠
以
外
に
も
様
々
な
用
具
を
使
用
す
る
。



さ
し
あ
た
り
、
出
土
す
る
断
片
資
料
の
中
か
ら
紡
織
に
関
わ
る
遺
物
を
認
定
し
、
考
古
学
の
方
法
に
よ
る
検
討
を
重
ね
た
い
。
さ
ら
に
、
そ
こ

で
得
ら
れ
た
情
報
を
文
献
史
学
や
民
俗
学
な
ど
多
角
的
な
視
点
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
紡
織
研
究
へ
の
展
望
が
ひ
ら
け
る
だ
ろ
う
。

古代H本の紡織体制（東村）

①
窪
地
の
有
力
豪
族
の
本
拠
地
に
営
ま
れ
た
郡
衙
を
本
拠
張
型
、
本
拠
地
を
離
れ

　
た
と
こ
ろ
に
営
ま
れ
た
郡
衙
を
非
本
拠
地
型
と
し
た
山
中
敏
史
に
よ
る
定
義
に
基

　
づ
い
て
い
る
（
は
じ
め
に
注
⑥
山
中
敏
史
文
献
第
三
章
第
二
節
）
。

②
国
衙
工
房
も
霊
場
遺
跡
型
を
と
る
可
能
性
は
あ
る
。
小
笠
原
好
彦
は
、
滋
賀
漿

　
惣
康
準
用
で
検
出
さ
れ
た
＝
一
棟
の
大
型
総
柱
建
物
群
を
近
江
国
衙
に
付
属
す
る

　
高
級
絹
織
物
生
産
の
官
営
工
房
と
み
る
が
（
小
笠
原
好
彦
「
総
山
遺
跡
の
大
型
建

　
物
群
と
そ
の
性
格
！
近
江
国
府
に
付
属
す
る
宮
詣
工
房
i
」
『
滋
賀
史
学
会

　
誌
魅
｝
二
号
、
二
〇
〇
　
年
）
、
仮
に
そ
う
と
す
れ
ば
、
非
常
に
規
模
の
大
き
い

　
も
の
と
な
る
。

③
調
庸
制
の
原
形
は
大
化
の
改
新
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（
吉
川
真
司
「
常
布
と
調

　
庸
制
」
『
史
林
暁
第
六
七
巻
第
四
号
、
一
九
八
陽
年
）
。
搾
の
出
土
例
は
、
七
世
紀

　
代
で
も
前
葉
か
ら
中
葉
に
集
中
す
る
。
後
に
名
方
評
衙
が
成
立
す
る
観
音
寺
遺
跡

　
例
、
磐
城
評
衙
が
成
立
す
る
福
島
県
根
岸
遺
跡
例
、
多
賀
城
の
南
面
に
位
置
す
る

　
宮
城
県
山
王
・
市
用
橋
遺
跡
例
な
ど
が
あ
り
、
在
地
の
有
力
豪
族
が
製
糸
に
関
与

　
し
た
こ
と
を
示
す
。

引
用
文
献

　
搾
・
総
か
け
・
糸
枠
を
出
土
し
た
遺
跡
の
う
ち
、
本
文
・
図
中
で
触
れ
た
遺
跡
に

関
す
る
報
告
書
を
掲
載
し
た
。

【
東
北
】
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
】
『
中
谷
地
遺
跡
隔
。
払
田
柵
跡

　
　
調
査
事
務
所
　
九
八
四
噸
払
田
柵
跡
輪
年
報
一
九
八
｝
二
。
宮
城
県
教
育
委
員
会

　
　
二
〇
〇
一
a
『
市
平
橋
選
跡
の
調
査
㎞
。
宮
城
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
一
b

　
　
『
山
王
遺
跡
八
幡
地
区
の
調
査
二
』
。
山
形
県
教
育
委
員
会
一
九
八
六
『
西
沼

　
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
。
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
〇
兜
根
岸
遺
跡
魅
。

　
い
わ
き
市
教
育
委
員
会
他
二
〇
〇
一
『
荒
田
目
条
里
遺
跡
』
。

【
関
東
】
（
財
）
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
八
八
『
三
ツ
寺
工
遺
跡
臨
。

　
　
（
財
）
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
～
九
九
六
噸
元
総
社
寺
田
遺
跡
皿
臨
。

　
乙
益
重
隆
一
九
八
○
『
上
総
菅
生
遺
跡
匝
中
央
公
論
美
術
出
版
。
早
稲
田
大
学

　
、
所
沢
校
文
化
財
調
査
室
一
九
九
〇
『
お
伊
勢
山
遺
跡
の
調
査
撫
。
（
財
）
埼
玉
県

　
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
九
八
『
北
島
遺
跡
W
㎏
。

【
東
海
】
（
財
）
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所
｝
九
八
九
『
大
谷
州
W
臨
。

　
　
（
財
）
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所
一
九
九
～
『
川
合
遺
跡
八
反
鶏
地
区

　
工
㎞
。
（
財
）
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所
二
〇
〇
〇
『
恒
武
西
宮
・
西
浦

　
遺
跡
隔
。
浜
松
市
教
育
委
員
会
｝
九
七
八
・
二
〇
〇
二
『
伊
場
遺
跡
遣
物
編

　
　
一
・
草
餅
。
（
財
）
浜
松
市
文
化
協
会
一
九
九
四
『
梶
子
遺
跡
眠
』
。
（
財
）
浜
松

　
市
文
化
協
会
一
九
九
七
a
『
梶
子
北
遺
跡
木
器
編
』
。
（
財
）
浜
松
市
文
化
協
会

　
　
一
九
九
七
b
魍
九
反
田
遣
駅
馬
。
（
財
）
浜
松
市
文
化
協
会
一
九
九
八
隅
山
ノ
花

　
遺
跡
』
。
磐
購
市
教
育
委
員
会
～
九
八
一
『
御
殿
・
二
之
宮
遺
跡
発
掘
調
査
報

　
告
1
』
。
藤
枝
市
教
育
委
員
会
一
九
八
｝
『
日
本
住
宅
公
団
藤
枝
地
区
埋
蔵
文

　
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
皿
臨
。
可
美
村
教
育
委
員
会
一
九
八
一
『
城
山
遺
跡
調

　
査
報
告
園
丁
。
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
〇
糊
志
賀
公
園
遺
跡
』
。

　
一
二
重
県
教
育
委
員
会
一
九
八
九
『
昭
和
六
一
年
度
農
業
基
盤
整
備
事
業
地
域
埋

　
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
－
幅
。
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
…
二
〇
〇
〇

　
　
噸
六
大
A
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
隔
。

門
中
部
】
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
他
一
九
九
七
糊
石
川
条
里
遣
跡
』
。
長
野

　
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
他
一
九
九
九
a
噸
榎
田
遺
跡
臨
。
長
野
県
埋
蔵
文
化
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財
セ
ン
タ
ー
他
一
九
九
九
b
響
史
埴
条
里
遺
跡
・
屋
代
遺
跡
群
価
。

【
北
陸
】
和
島
村
教
育
委
員
会
一
九
九
三
・
九
四
門
八
幡
林
遺
跡
』
。
富
山
県
教
育

　
委
員
会
一
九
七
四
糊
入
善
町
じ
ょ
う
べ
の
ま
遺
跡
他
発
掘
調
査
票
告
書
隔
。
大

　
島
町
教
育
委
員
会
一
九
九
五
『
北
立
木
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
睡
。
羽
闇
市
教

　
育
委
員
会
｝
九
九
九
『
太
田
ニ
シ
カ
ワ
ダ
遺
跡
輪
。
金
沢
市
教
育
委
員
会
一
九

　
八
六
『
金
沢
市
近
影
ナ
カ
シ
マ
遺
跡
臨
。

【
近
畿
・
滋
賀
】
滋
賀
県
教
育
委
員
会
一
九
七
三
『
湖
西
線
関
係
遺
跡
調
査
報
黛
晶
。

　
滋
賀
県
教
育
委
員
会
　
九
七
九
『
服
部
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
酬
。
滋
賀
県
教
育

　
委
員
会
一
九
九
二
岡
松
原
内
湖
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
臨
。
（
財
）
滋
賀
県
文
化

　
財
保
護
協
会
他
一
九
九
〇
『
新
旭
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
1
1
正
伝
寺
南

　
遺
跡
1
』
。
（
財
）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
他
　
九
九
七
『
穴
太
遺
跡
発
掘
調

　
査
報
告
轡
韮
睡
。
守
山
市
教
育
委
員
会
一
九
九
八
『
阿
比
留
遺
跡
他
発
掘
調
査

　
報
告
書
』
。
守
山
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
一
『
下
長
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
捌
勧
。

　
能
登
川
町
教
育
委
員
会
一
九
八
八
・
九
三
『
斗
西
遺
跡
勧
。

【
京
都
】
京
都
府
教
育
委
員
会
一
九
七
八
『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
（
～
九
七

　
八
）
臨
。
（
財
）
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
一
九
九
八
『
水
垂
遺
跡
他
蝕
。

　
　
（
財
）
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
～
九
八
七
「
芝
山
遺
跡
偏

　
　
『
京
都
府
遺
跡
調
査
温
語
』
第
二
五
冊
。
（
財
）
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研

　
究
セ
ン
タ
ー
　
九
九
一
「
長
岡
京
跡
右
京
第
二
八
五
次
他
発
掘
調
査
概
報
」

　
　
『
京
都
府
遺
跡
調
査
概
報
蝕
第
四
五
冊
。
向
B
市
教
育
委
員
会
一
九
八
九
噸
長

　
岡
京
跡
左
京
第
＝
二
〇
次
発
掘
調
査
概
要
輪
。
向
日
市
教
育
委
員
会
一
九
八
一

　
　
隅
長
岡
京
跡
左
京
第
五
一
次
発
掘
調
査
概
要
隔
。
（
財
）
向
目
市
埋
蔵
文
化
財
セ

　
ン
タ
ー
二
〇
〇
二
曲
長
岡
京
跡
左
京
北
一
条
三
楽
二
町
㎞
。
（
財
）
向
日
市
埋
蔵

　
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
四
隅
長
岡
宮
春
宮
坊
跡
』
。
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財

　
セ
ン
タ
…
二
〇
〇
三
十
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
…
年
報
平
成
一
三
年

　
度
臨
。

【
大
阪
】
大
阪
府
教
育
委
員
会
一
九
八
一
魍
大
蔵
司
遣
跡
発
掘
調
査
概
要
隔
。
（
財
）

　
大
阪
市
文
化
財
協
会
一
九
九
九
噌
細
工
谷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
1
』
。
豊
中
市

　
教
育
委
員
会
他
一
九
九
七
『
上
津
島
遺
跡
第
五
次
発
掘
調
査
報
告
騙
。
豊
中
・

　
古
池
鴨
魁
跡
調
査
△
試
一
九
七
詣
ハ
　
『
阻
黒
渋
・
古
池
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
暁
。

門
兵
庫
】
兵
庫
県
教
育
委
員
会
一
九
七
八
『
播
磨
・
長
越
遣
跡
』
。
兵
庫
県
教
育
委

　
員
会
～
九
八
九
一
幅
犬
丸
遺
跡
H
㎞
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会
一
九
九
六
開
神
戸

　
市
｝
四
区
玉
淫
U
瞳
申
遺
跡
隔
。
丘
ハ
庸
岸
県
教
云
円
委
昌
ハ
ム
葵
一
〇
〇
〇
　
噸
袴
四
狭
遺
跡
』
。
日

　
高
町
教
育
委
員
会
～
九
八
五
隅
川
岸
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
酬
。
吉
田
片
山
遺
跡

　
調
査
団
他
～
九
七
七
～
一
九
八
○
『
吉
田
南
遺
跡
現
地
説
明
会
資
料
隔
一
～
四
。

【
奈
良
】
奈
文
研
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
一
九
七

　
三
・
九
六
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
玉
子
・
二
六
睡
。
奈
文
研
一
九
七

　
五
・
七
六
・
七
八
・
八
二
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
W
・
W
・
眠
・
X
I
』
。

　
奈
文
研
一
九
八
O
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
報
告
m
』
。
雷
文
研
一
九
八
一

　
a
『
平
城
京
九
条
大
路
隔
。
奈
文
研
一
九
八
　
b
『
奈
文
園
年
報
一
九
八
一
』
。

　
奈
文
研
一
九
八
～
二
a
噸
昭
和
五
七
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概

　
報
蝕
。
奈
文
研
一
九
八
三
b
『
平
城
京
東
堀
川
一
左
京
九
条
三
白
の
発
掘
調
査
睡
。

　
奈
文
研
一
九
八
四
『
平
城
京
左
京
二
条
二
倍
十
三
坪
の
発
掘
調
査
輪
。
奈
文
研

　
　
一
九
八
六
騨
並
一
城
山
県
左
由
暴
三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
報
止
晶
。
奈
文
研
一
九
八

　
九
『
平
城
京
右
京
八
条
一
坊
十
三
・
十
四
坪
発
掘
調
査
報
告
睡
。
奈
文
研
一
九

　
九
五
『
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
・
三
条
二
曲
発
掘
調
査
報
告
隔
。
無
文
研
一
九

　
九
七
『
平
城
京
左
京
七
条
一
畳
十
五
・
十
六
坪
発
掘
調
査
報
告
』
。
奈
文
研
二

　
〇
〇
一
・
○
二
『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
　
・
〇
二
』
。
橿
考
研

　
　
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）
一
九
七
八
『
奈
良
県
遣
跡
調
査
概
報
一
九

　
七
七
年
度
』
。
橿
考
研
一
九
八
○
『
飛
鳥
京
跡
～
轟
。
橿
考
研
二
〇
〇
〇
a
『
南

　
郷
遺
跡
群
W
』
。
橿
考
研
二
〇
〇
〇
b
糊
大
和
木
器
資
料
－
撫
。
奈
良
市
教
育
委

　
員
会
一
九
八
四
『
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
奈
良
市
水
道
局
庁
舎
建
設
地

　
発
掘
調
査
概
要
報
告
』
。
（
財
〉
桜
井
市
文
化
財
協
会
～
九
九
〇
『
上
之
宮
遺
跡

　
第
五
次
調
査
概
要
』
。
御
所
市
教
育
委
員
会
一
九
九
五
『
名
柄
遺
跡
第
四
次
発
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掘
調
査
報
告
㎞
。
西
下
等
量
跡
調
査
会
一
九
七
六
『
西
隆
寺
発
掘
調
査
報
告
書
臨
。

　
布
留
遺
跡
天
理
教
発
掘
調
査
団
一
九
八
一
糊
出
土
木
器
の
樹
種
と
木
取
り
【
・

　
ニ
ヤ

【
中
国
・
四
国
・
九
州
】
閥
山
県
教
育
委
員
会
【
九
八
○
『
百
間
川
原
尾
島
遺
跡

　
　
一
臨
。
（
財
）
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
二
〇
〇
二
槻
青
谷
上
寺
地
遺
跡
四
甑
。
美

　
東
町
教
育
委
員
会
一
九
九
三
『
長
登
銅
山
跡
韮
臨
。
（
財
）
香
川
県
埋
蔵
文
化
財

　
調
査
セ
ン
タ
…
他
一
九
九
〇
『
下
川
津
遺
跡
隔
。
松
山
市
教
育
委
員
会
｝
九
九

　
三
醐
来
住
廃
寺
遺
跡
一
一
五
次
調
査
－
腕
。
（
財
）
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

　
タ
ー
他
二
〇
〇
二
『
観
音
寺
遺
跡
1
』
。
佐
賀
県
教
育
委
員
会
一
九
八
○
『
下

　
製
革
遺
跡
臨

図
版
出
典

第
2
図
①
奥
平
英
雄
編
『
信
貴
山
縁
起
睡
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
。

第
2
図
②
野
間
清
六
編
噌
春
日
権
現
験
記
絵
』
角
欄
書
店
、
～
九
七
八
年
。

第
2
図
③
、
④
山
内
軍
平
『
越
能
山
都
堂
幅
中
央
出
版
、
～
九
七
三
年
。

第
4
図
〔
（
財
）
鳥
取
県
教
育
文
化
財
団
二
〇
〇
二
〕
。

第
5
図
1
〔
羽
咋
市
教
委
一
九
九
九
〕
、
2
〔
浜
松
市
教
委
二
〇
〇
二
〕
、
3
〔
奈
文

　
　
研
｝
九
九
五
〕
、
4
〔
（
財
）
香
川
県
干
害
セ
他
一
九
九
〇
〕
、
5
〔
宮
城
県
教

　
　
委
二
〇
〇
～
b
〕
、
6
〔
三
重
県
埋
文
セ
ニ
○
○
○
〕
、
7
〔
守
山
市
教
委
～
九

　
　
九
八
〕
。

第
1
0
図
1
〔
豊
申
市
教
委
他
一
九
九
七
〕
、
2
〔
滋
賀
県
教
委
㎝
九
七
三
〕
、
3
・
1
2

　
　
〔
御
所
市
教
委
一
九
九
五
〕
、
4
〔
三
重
県
埋
暴
雨
ニ
○
○
○
〕
、
5
〔
奈
文
研

　
　
一
九
七
三
〕
、
6
・
7
〔
奈
文
段
一
九
九
五
〕
、
8
〔
西
隆
寺
遺
跡
調
査
会
｝
九

　
　
七
六
〕
、
9
〔
奈
文
研
二
〇
〇
一
〕
、
1
0
〔
（
財
）
大
阪
市
文
協
一
九
九
九
〕
、
1
1

　
　
〔
美
東
町
教
委
一
九
九
三
〕
、
1
3
〔
長
野
県
埋
文
セ
一
九
九
九
b
〕
、
1
4
〔
浜
松

　
　
市
教
委
二
〇
〇
二
〕
、
1
5
〔
可
美
町
教
委
一
九
八
一
〕
、
1
6
〔
兵
庫
県
教
委
二
〇

　
　
〇
〇
〕
、
1
7
・
1
8
〔
（
財
）
香
川
県
埋
文
セ
他
一
九
九
〇
〕
。

第
1
1
図
〔
（
財
）
香
川
県
埋
文
セ
他
一
九
九
〇
〕
。

　
　
再
ト
レ
ー
ス
に
際
し
、
一
部
改
変
し
た
。

【
謝
辞
】

　
本
稿
は
二
〇
〇
三
年
一
月
に
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
提
出
し
た
修
士
論

文
に
加
筆
修
正
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
す
。
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
修
士
論

文
作
成
時
か
ら
上
原
真
入
教
授
、
山
中
｝
郎
教
授
、
清
水
芳
裕
助
教
授
、
吉
井
秀
夫

助
教
授
よ
り
懇
切
な
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
稿
の
内
容
の
一
部
は
、
近

江
貝
塚
研
究
会
、
女
姓
史
総
合
研
究
会
に
お
い
て
発
表
す
る
機
会
を
頂
き
、
皆
様
よ

り
有
益
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
料
調
査
に
際
し
て
は
、
左
記
の
諸
機
関

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
浜
松
市
博
物
館
、
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
長
野
県
立
歴
史
館
、
大
島
町

教
育
委
員
会
、
羽
咋
市
教
育
委
員
会
、
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
滋
賀
県
立

安
土
城
考
古
博
物
館
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
、
守
山
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
能
登
川
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
、
財
団
法

人
大
阪
衛
文
化
財
協
会
、
豊
中
市
教
育
委
員
会
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
考
古
第
一
調
査
室
、
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

考
古
第
二
調
査
室
、
飛
烏
資
料
館
、
御
所
市
教
育
委
員
会
、
鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
、
財
団
法
人
香
坦
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
、
出
土
木
器
研
究
会
。

　
京
都
府
立
大
学
の
菱
田
哲
郎
助
教
授
、
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
、
京
都
大
学
埋

蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
様
々
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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　　　Textile　Production　Systems　at　the　Beginning

of　the　Ritsuryo　Era　Based　on　Archaeological　Analysis

by

HIGASHIMURA　Junko

　　The　textile　production　system　from　the　second　half　of　the　seventh　century　to

the　eighth　century　has　remained　unclear，　especialty　as　concems　production　in　the

provinces，　due　to　a　lack　of　historical　documents．　This　study，　however，　clarifies　the

textile　production　systems　both　in　the　capital　and　the　provinces　by　analyzing　exca－

vated　tools　used　in　textHe　production　such　as‘‘niddy　noddies”　棟，　rotary　reels紹

かけ，and　frame　spools糸枠、

　　The　result　of　research　on　these　tools　shows　that　rotary　reels　and　frame　spools

were　the　chief　weaving　tools　employed　in　the　Heijo　palace　and　capital．　This　fuiding

buttresses　the　thesis　supported　by　written　evidence　that　silk　twill　was　made　in　the

area　but　also　reveals　that　yarn　was　not　produced　there．

　　On　the　other　hand，　there　were　two　types　of　production　systems　in　the　provin－

ces．　One　is　the　type　found　at　the　Yashiro－site　where　both　spinnlng　tools，　such　as

“niddy　noodies”　and　spindle　wheels，　and　weatmg　£ools，　such　as　rotary　reels　and

frame　spools，　were　found　in　a　regional　leader’s　residential　workshop．　This　in－

dicates　people　in　such　areas　employed　a　unifled　textile－making　process　from　spin－

ning　to　weaving．　The　other　type　has　been　found　at　the　lba－site，　where　spinning

and　weaving　tools　were　found　in　separate　locations，　the　spind｝e　wheels　in　residen－

tial　areas　and　rotary　reels　and　frame　spools　in　pubEc　othce　quarters．　This　shows

that　people　in　such　regions　divided　textile　making　into　two　separa£e　processes，

spinning　and　weaving．　Further　analysis　reveals　that　after　yarn　was　made，　it　was

broughtto　a　public　workshop　in　the　form　of　ske血s，　a　mass　of　yarn　wound　into　a

loop．

　　This　study　thus　clarifies　textile　production　systems　in　the　capital　and　the　provin－

ces　at　the　beginning　of　the　ltitsuryo　era　and　briRgs　new　light　on　research　into　tex－

tile　production．

（717）


